
侭

■戸

一

凸。』
■

■

■いぎ

Ｉ １

０

６

中

、

０

４

甲

も

■

■

豆

伊

且

ヂ

ニ

■

ｂ

●

●

■

０

Ｏ

け

り

０

．

■

■

且

●

■

■

・

■

。

■

■

０

．

１

日

叩
Ｏ
Ｂ
■

■

■
ｇ

■

０

■

曲

。

｛

■

■

■

■

■

■

凸

Ｐ
・
■
一
万
・
弓
夢
已
４
Ｆ
』
い
■
。
■
一
同
剤
皿
胸
肛
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
ｎ
門
舶
岫
Ⅲ
ｈ
Ⅶ
⑰
Ｆ
町
■
冊
Ｐ
Ｂ
Ｉ
ｍ
ｍ
酢
、

ＩＩ 色

ｎ口８
ｎ口８

̅̅

ＩＩ

宇一宇一

ｐ，

毒１
１
１
６
仰
町
■
■
Ｂ
酢
僻
■
■
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
０
Ｉ

守 、

f .■●■
、、Ｒ

地

噸
守 、

ｆ‘■●■
、、Ｒ

地

噸
Ｉ 、

|’|’ ｰ
■
L -

■
L - 一』

■ 《 ■
■ i 響８

１ . ｡ ０．０；

! ; ;
i . ;
ｌ ｉ Ｏ

８

．

９

６

０

■

色■■■■■-，

色■■■■■-，

■
■■■

■■

口
邑

１

６

１

６

■

朝、

匙一理
丘

1

１１■■

A NALYSERAFMODERNELYR I KZOO1

Ｌ



一

目次

MaikoYamauchiBukdahl ,Lars
FILM-････…------.．‘･----….....､----……‘._....____‘._____‘._.._‘､-....----......-..__…_......_____--........--..---.･･･････････--･･--･･1

Ｉくyoko'IbshimaBedkerlCecil
AfSp=nding--･-…----.．…-----..-,.--.,---.．･･･････-------..--…-----..---..-........--------....---,.....-....-------------‘･３

Kaor iNaganoDitlevsen,Tbve
Deevigetre-----------------……-....--････--..-..-…･･---．･･･---..----..---･･････-----..-.．‘･･--..--…--------･･-････----5
Selvportr=t5----------･.-..------..-....-----..-----..-------........-.･･･-..---..-......--…------….･.･---････････---･･--････--8

YukolchiharaGelSted,Otto
Mennesket-･.-----...･･･････-------..-..-..--..--‘.．･･･-----..---..--.．‘･--･･････----..--..--..----.．-..-----....･,--,･-････-----･･-----13

Atsush iFukudaHejholt,Per
Korrespondance----..--.-----..---..------..--------------....-------------.．･･･---．．--．．--．．．．-．．--.･---------･･------16

Yi lkiFuj imuraNielsen,Morten
Deden--------.-----....------..-------..----------..----------------------..---..--------..-----..-----･･-----------19

l i J o r d b r a n d t , H e n r i k M a s u m i D a i t o
Landgang-…‘･--..----......----･･､･･･---..---…･･--..--‘･---..--,.---..-..-,．‘･-．･･･---…---..--‘･-------．･･･-..-．…--.･--､･･･････22

（



＝

LarsBukdahl

フ イ ル ムFI上Ｍ

今夜，天井裏で
泥棒のように音もたてずに
動いている，
これらの粒子状の．
モノクロの画面に，
私は私自身を見る，
いつも別人であり，
そしてその最も近くに
いてほしいと
思っていた私を．
永遠にうなり，
せわしなく，咳き込んでいる
通りで．
雲から消防士に変えられ，
また雲へと変わってゆく
私を見てくれ．
いかなる孤独も
瞬いては過ぎ去ってゆく．
あるデパートの，大きくて
ぴかぴか輝く窓ガラスの後ろに
一台の電話があり，

私は想像する，
電話が赤く，
そのベルが鳴るのを．
子供のように甲高く、
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d e r b e v = f r s i g

l yd les tsomentyv
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a l t idvarenanden

oghelStden,der
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ogt i lbageigen.

Alskensensomme
blinkerfbrbi .

Bagetstormagasins

storeblankeruder

starentelefbn,

jegforest i l lermig ,
a tdener red ,

ogatdenTinger.
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LarsBukdahl
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１９６８年リスコウに生まれる．国民学校（日本の小・中学校にあたる）を卒業後，オ
ーフス大聖堂高等学校に進学.その後オーフス大学,コペンハーゲン大学で文学を学び，

1994年に小説『エスカー・エスカー』で文学界において一屋有名になる.１９９０年に結
婚，現在２児の父親である．１９８８年から１９９６年までキリスト教系新聞で文芸評論を連
載，１９９６年からは新聞の週末版でコラムを担当する．大学や作家萎成スクールなどで
文学におけるあらゆる分野（記事やエッセイなど）の講義を担当している．
また彼は１９９３年からLiner=THypnoseの名で，高校時代からの友人JensBlendstrupと
ともに舞台の企画・演出も手がけている．
舞台と作家養成スクールの重役会メンバーでもある彼は，相対論者としての指導的役
割も果たしている．現在も活躍中．

解釈

白と黒のドットで構成され，次々に場面の変化するサイレント映画の画面に見出され
た「私｣．雲から消防士へ，そしてまた雲への変身を遂げる「私｣．この詩において「私」
（もしくは作者自身）は非常に不確かな存在である．「私」自身自らの不安定な存在を
感じ，それを無機質なもの，もしくは捉えどころのない自分以外のものになぞらえるこ
とで客観的な立場から自分の存在を捉えようとしている．
そしてサイレント映画の「静寂」と通りや電話の「喧燥｣，サイレント映画の「モノク
ロ」と電話の「赤さ」．これらの音と色の対照は詩全体にメリノ、リをつけること以外に

も，「無」から「有」への変化を象徴し，また「有」の象徴によってしっかりと確立さ
れた自我を表現するという役割を果たしている．
しかし「私」が確固たる自我を求めているかというと，そうではないと思う．という
のも，「喧燥」と「赤さ」といった「有ｊの状態を表す詩の中の表現からは，いぶかし
さや（電話という）無機質さが主に感じられるためである．不確かな存在というのは，
言いかえれば変化していく存在と捉えることができる．「私」は自らを客観的に捉えた
上で自身の変わり行く存在を実感し，それをありのまま受け入れようとしているのだと
思う．
また連もなく改行も不規則なこの詩の形態は，あらゆるものにおける変化の，連綿と
統くさまを象徴しているようにさえ見て取ることができる．
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CeciIBGdker Iｉ

休息Afspanding

仰向けに横たわり
聞く，
草の根や
虫のところまで沈んで
草地が体の半分まであるのを感じる．
寝床へ行って
せみの腿節を借り
太陽の車輪の軸を
うまく鳴らす．

LiggepaSinfladeryg
oglytte,
synkenedtil竪歪ssetsrod
ogomlene,ogfbleterven

halvvejsopadsiden.
Gailaie
laneetcikadelar
ogSpillefint
paegerneisolenshjul.●

仰向けに横たわり，
大地に身を任せる，
骨の隙間から
ツリガネ草が成長するのを感じ，

Liggepasinfladeryg
ogladejoedentaimodsig,
fbleklokkeblomsterspire
mellemknogleme

また草が閉じるのを
感じる．
牛の割れたひづめは
その塚が私であることを
忘れている．

ogm=rkegzsset lukkes ig
●1gen･

Koensdeltekloveglemmer

atdentueder
varmlg･

雨水が私の頭と共に
音をたて
私の脳と共に
土の中に染み渡らせる，
骨がはずれ，
滑るのを感じ，
塚が沈んでいくのを問く．
誰も想像だにしないだろう．
どの亜たい疲れというものが
ここに横たわっているかを．

LadereglvandpuSle
medminhovedskal
ogslvenedijorden
medminhjerne,
fbleknoglernefbrskydcs,
skride,
hGretuensynke.
IngenanerhvilkenvaagtilIngenanerhvilkenvaagtigtr"1hed

derfandthvileher.
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CecilBedker

彼女は女性小説家であり児童文学者である．彼女は時空を超えた人間一般の問題をギ
リシヤ神話と旧約聖書の世界から題材をとって詩作していた.彼女が散文作家として躍
進したのは短編小説｢目｣(1961)においてである．
CecilBDdkerはモダニズムの手法をとっていたが１９７０年代に入ると文体がリアリス

ティックになった．それは「沈黙の話」(1971)や｢塩売り女の家｣(1972)などに明瞭であ
る．また，同時代作家の政治化傾向に背を向けるような作品も書いている．
８０年代に入ってからは現代社会で女の生きる道を探った作品を発表した．彼女はウ

ーマンリブとはかけ離れた地点から,女性が孤立から脱するには自己をよりよく理解す

ることが肝要，と主張する．
彼女の全作品のおよそ半分を占めるのは児童文学であり，特に近年多くの作品を書い

ている．「シーラスと黒い馬｣(1967)は児童文学の傑作であり,７６年度国際アンデルセン
賞を受賞した．その後も多くのシリーズを出し，日本でも訳され現在まで親しまれてい
る．
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解釈

この詩は想像力を掻きたてる．
「私｣は広大な草原に身を任せ,大地の動くさまやそこで息づいている大自然を全身で

感じている．人間の感覚は次第に自然と混ざりあい，一体化していく．その中で膨らん
でゆく想像の世界は壮大で，とどまるところを知らない．生命力にあふれたツリガネ草
は｢私｣の体を突き破って成長する．骨は定まった枠から外れてゆき，そして降り注ぐ雨
水は「私」の脳と共に大地に染み出ていく．
目を閉じるとあたかも自分の体が大地に開いていくようである．
「私｣はそれほどまでに静かに横たわっており，一見それは人間という感覚を解き放っ

てしまったかのように見える．しかしそうではない．これは自然の生命力をたたえた詩
ではないであろう．「私｣は詩の最後で感じている．己の重たい疲れが，塚(｢私｣)が沈ん
でいくと感じるほどに確かに存在していることを．いやあるいは逆に，ぬく'えない重た
さを振り払うためのAfSpamding(休息),ぬぐえない重たさを振り払うために描く壮大な
大地への幻想，と言った方がよいかもしれない．いずれにせよ，最後に「私」は気づく
に遮いない．重たい疲れというものが，存在こそするが，大自然の中でどれだけ(誰も
が想像だにしないほど)ちっぽけなものであるかということを．
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ToveDitlevsen

D e e v i g e t r e

Derer toM=nd iVerden ,der

bestandigkrydserminVW,
deneneerhamjagelsker,
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derborimitmerkeSind,
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jaglukkerhamaldrigind.
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denandengavmigsitheleLiv

ogfika ldr igenT imeigen .

DenenebruseriBlodetsSang,
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denandenerEtmeddentristeDag,

somDrgmmenedrukneri .
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永遠の３人

この世界には２人の男がいる，彼らは
絶えず私の道を横切る．
一方は私が愛する人で，

もう一方は私を愛する人．

一方は夜の夢の中にいて，

私の暗い心の中に住んでいる，
もう一方は私の心の扉のところにたたずんでいて，

私は絶対に彼を中には入れない．

一方はすぐ向こうに行ってしまう幸福の

春のひと吹きを私に与えてくれた，
もう一方は人生すべてを私に与えて

そして二度と，一時たりとも，何も得ることはない．

一方は情熱の歌を大声で歌う，

愛は清く，自由なのだと，
もう一方は夢もおぼれてしまうような，

悲しい日を担った人生．

すべての女性はこれら２人の男の間に立つ，
恋に落ち，愛し合う，純粋でいる一

百年ごとに一回だけ

彼らは１つに溶けていくということが起きたかもしれない．
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ToveDitrevsen(1917-1976)
００

自分自身を素材にして，詩や，小説を書いた，国民的女性作家．コペンノ､一ケンの労
働者の家庭に生まれ，２２歳で詩人としてデビューする．その後４回も結婚するが，幸
福な結婚生活は送れなかった．私生活と，作家生活の葛藤の中で，アルコール中毒，麻
薬中毒に陥り，自殺して一生を終える．
その間，愛のはかなさや，女の孤独をテーマにした詩集，『乙女心』Pigesind(1939)

や『女心』Kvindesind(55),『秘密の窓』Denhe皿neligerude(61),『丸い部屋』Det
rundevarelse(73)などを書いている．
小説では，『幼き日の小道』BarndomennsGade(43)など，自らの子供時代を振り返
って，主人公の不安などを，自然主義的に描写する，自伝的作品がある．回想記３部作
『少女時代』Barndom(67)『娘時代』Ungdom(67)『結婚』Gift(71)でも，自己の体
験を赤裸々に語り，愛に飢えた，悲しい生活に埋もれた女性を描いている．
作品の中に自分自身を強く反映させ，私的で，感情的な描写を加えた文章が，多くの
読者に共感を与えた．

解釈

芸術的才能があり，容姿端麗だった彼女にとっての現実である．愛の矢印が悲しくも
すれ違う様子が，はっきりと描かれている．ここでは夢(Dzmm)という言葉が，繰り返
し出てくるが，清く(ren)自由である(fr i )と彼女がイメージする愛を，お互いに与
え合うことなど，彼女の現実においては，ほとんど夢のようなものだった．けれども最
後の２行にあるように，百年ごとに一度だけ，お互いに愛を確かめ合える相手が現れる
可能性を付け加え，それを夢見たのだろう．
文体については，すべてが４行からなる，５つの連に，きれいにまとまっている．さ

.らに,ほとんどが,一行ごとに韻を踏んでおり，音の流れがとても美しく響く詩である．

これは，彼女が２５歳の時に害いた詩である．1942年は，彼女にとって大変な年で，
最初の夫と離婚し，２番目の夫と結婚した年である．
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HunSeretqjeblik
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atjagernamlerededen.

Hunvilaldrigglemme
mitansigt.

自画像５

私はかつて
BT-Cen t r a l enの前で

やっては来ない人を待っていた．
私は彼を愛していた．

私の青春は
大きなかけらを残した．

私はあたかも
熱心に

電光掲示板を読む振りをした．
スペイン内乱で

GustafMunch-Petersenが死んだ
という知らせに

衝撃を受けた振りをした．

９

どうして彼は来なかったの？
私は否定すべきではなかったのに

彼が私の
重苦しい処女性を称うことを．

私の友達は言った
人は少女の目を見れば，
その子が処女性を

｡●
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持っているかどうか分かると．

私の隣に
一人の年老いた夫人が

開いた傘の下で
立っていた．

り0

彼女の首の皮膚は
七面鳥の皮のようだった．
私が彼女だったなら

というのは
彼女はほとんど死んでいるから．

私のすべての人生を思い出す
彼女の顔に

私のすべての人生を思い出す
GustafMunch-Petersenの名に
そして彼の運命をうらやむ．

本屋のウィンドーにMarcusLauesenの
q :Ognuven te rv ipaaSk ib ' '

が並んだ． タ

それを私は一度も読んだ事がない
私はそれが嫌いだった

私はBT-Centrarenを通り過ぎる度
そこには

腿丈のスカートの少女が立っていて
あたかも彼女は

ベトナムについての言葉が流れる

電光掲示板に興味がある振りをする
味がある振りをする．と教授の権限に対して氾濫を起こすことについて興Biaf ra

彼女はちょっと私を見て
私がほとんど死んでいることをうらやむ。

l l

ク
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彼女は私の顔を給対に忘れないだろう．

驚
灘
蘭
驚
箪
樹
＃
澱

解釈

形式にとらわれない，自由な文体で描かれている．
前半の部分で，かつての青春時代の自分を回想し，後半の部分で現在を措いている．

青春時代の自分は，その時代の英雄的存在であったGustafMunch-Petersenが戦死
したという知らせが電光掲示板に流れていても，やっては来ない愛する人の事や，自分
自身の処女性のことなど，身近な自分自身の生活のことばかりで頭がいっぱいだった．
それはすぐ陰にいたしわしわの，ほとんど死んでいる年老いた婦人と,GustafMunch
-Petersenの運命を同じようにうらやんだ，というところでも分かる．当時の自分を

振り返る上で，その二つは同じくらいの重要度だったのだ．
後半では，当時の自分自身を思わせる存在として，同じくBT-Cent la renにたたず

む少女を描き，自分をかつてのほとんど死んでいる年老いた婦人と重ねている．ここで
も，その時代の代名詞ともいえるものが出てくる.MarcusLauesenの"刀ZJVenter･
paaskibというのは，ある一族の没落を描いた作品で，当時のベストセラーだった．
ベトナムや,Biafra(ナイジェリアの地名)などは,当時の重大事件に関わる地名である．

学生運動についての描写もある．しかしここでも，その重大なニュースより，その少女
と年老いた自分は，お互いの様子にぱかり気を取られている．
→豆・-室会′Ｌ'一宅也乏叫晶堅圭一●』管圭一屋ｅｌ幸手二争篭己坐一白聖ムレ１-ずf7-W直査ナ戸雲建ち売弐堯塞さ鉤，

’

般人としての正直な気持ちが表現されそういう自分に後ろめたさを感じながらも，
ている．
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常

OttoGelsted

Mennesket●■

JordenSildundermig,overmithovedetuniversaftilintetge-

rendekulde.Tilallesiderdegromelande,detblahavj

ho㎡sontensskgnne,vandrendenng.

PAenkugleskalirummetbalanceTerjegmellemdriftens
altopslugendevanvidogtankensfbrstenendekulde.

Mellemafgrundogafigundbyggerjeglivetop,tonerog
smag,skibeogbyerjfarvensvidunderogdigtet,derspejler
alverden.

人間

私の足元には地球の炎頭上には痛烈な寒さから成る
宇宙．四方八方に緑の大地青い海地平線の
美しい動き回る輪

宇宙空間に浮かぶ球形の殻の上で私は均衡を保つ本能の
吸い込むような狂気と理性の凍りついたような冷たさ
との問で．

絶 壁 と 絶 壁 の 狭 間 で 私 は 生 命 を 興 す 音 の 調 べ と
味 わ い 舟 と 街 色 彩 の 驚 異 と 世 界 中 を 映 し 出 す
詩とを．

1３

ー



『呼叫噂！

Ot toGe l s t ed

両大戦間の時代に評論家，批評家として活躍．外来のモダニズムと国内のプチブルジノ

ヨワジーとの間にデンマークの進むべき道を求め，彼自身の言葉を借りると，「革命的
ヒューマニズム」と称された主義を唱えた．それは非常に局地的な急進主義であった．
彼は外部からの文学的影響は感じられない保守的作家であり，同時に伝統主義者であ
った．彼に伝統意識を根づかせた要因としては，喧騒，センセーション，そして見解と
態度の混乱を持った現代の都会生活からの影響が大きい．このように近代性に脅かされ
る中で，彼は合理主簔と自然に救いを求めた．彼の創作する詩は，こうした彼の世界観
がその集大成と言えるほどに色濃く描き込まれている．主な作品としては，詩集『処女
グロリアント』（1923)と『アストリズヘの旅』（1927）がある．

解釈

「暖」と「寒｣，この対極する２つの要素がこの詩全体を彩る．地球とその表面に広

がる自然の暖かな色彩や営み．果てのない，冷酷なほどの暗闇から成る冷えきった宇宙
空間．吸い込まれるかのように執勧に迫りくる，自由を許さないその様を「狂気」とい
う擬人化でもって表された欲望の熱．冷静の中でのみ現れ，自己の中に確かに，しかし
静かに存在する冷然たる理性．
第１連には，自らの立つ位置から上方と下方それぞれに２つ世界の存在を感じる作者

の姿と，青と緑と，美しく輝く円形，という見え方がするまで距離をおき地球をとらえ
た作者の視点とが共存する．第２連では，人間の精神の根源的な要素といえる本能と理
性，このはざまで揺れ動き，必死でバランスを保とうとする作者の心のあり様が描かれ
る．そしてその精神的不安定さは「宇宙空間に浮かぶ球形の殻の上」という物理的に不
安定な描写が付け加わることによって強調されている．第３連はこの詩における‘結，
にあたる．人をよせつけない冷酷たる宇宙と暖かな母なる大地の間に立っていると自分
を感じたとき，あるいは自己の内部での葛藤など，相反する要素の対立，極限状態でこ
そ生命は恋い立ち，五感は刺激されると．文化，絵画をはじめとする芸術，そして詩を
紡ぎ出す感受性はそういった狭間でこそ沸き出てくると．ここでは｢世界中を映し出す
詩｣を生み出している作者の，詩人としての自負の念も窺い知ることができよう．--
ケルステズの書く詩は，不在と存在，思考と感慨，文化と自然の対立が短い記述，す

なわち明確な生き生きとした描写の中に表現された時，最簡のものとなった．そういっ
た意味で，この『Mennesket』は彼の詩における主魍がきわめて顕著に表れた作品であ

14
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ると言える．自然を逃避と救済の場所として見なす傾向にあった彼は，この作品の中に
もやはり彼の目に映る自然像を，独自の短い記述でもって描いた．そしてそれは，‘自
然，と聞いて我々が想像する，緑があふれ花々が咲き，山がそびえ小ﾉIIがせせらぎ，と
いった憩いの場的な楽園ではなく，時に人間の小ささ，無力さを知らしめるかのように
存在する壮大なる大自然でさえもなく，それは，底濤しの宇宙，そこに浮かぶ地球であ
る．都会の息の詰まるような喧騒の中に立ちつつ，彼の心はその過大な程のスケールを
持つ自然物に救いを求めていた．その焦限性，神秘性に魅了され，崇拝していたのでは
ないだろうか．

この詩は,｢Mennesket(人間)』というタイトルを持ちながら，終始一貫してケルス
テズ自身の一人称で語られる．この不一致を承知で，作者はいかなる意図をこめてこの
タイトルを付けたのかという疑問は無視できない.作品は確かに自己の体感に基づいて
詩作されている．しかしその体感はきわめて人間性を帯びたものであり，この万人に通
ずる普遍性を『Mennesket(人間)』によって示したのだろう．そして，作者自身の，自
分もまた一人の人間として人間らしく存在できているという実感が，この詩には震って
いる．

15
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PerHzjholt

由●

Korrespondance

Flintstrgedeskr=nter

ti lgoetmedvilde=bleIt

Iense,企rnSVaner

undersprogetsoverflade

gentagerenbobleSigSelv.

T℃glv=rksbanen,Hemingway

padissekanter;udladersig
kort,przcistmod

brakvandsbrendenSpunktum:

dybtrungendedafhievand.

DerudgarsnartetStortbrev

herfra,ftadetindersteaf@orden.
Etmyldrafvingerpabunden.

文 通

石が撒かれた坂道
野生のリンゴの木が一面に生い茂っている

湖に５羽の白鳥
言葉を越えて

1つの泡が繰り返し出ている

この辺りで
レンガエ場への道ヘミングウェイ

短 く 正 硴 に 停 泊 す る

■０
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蕊
驚
欝
＃
＃

ｔ

塩水の井戸のピリオドの方へ
争

深く群れを成しているミジンコ

もうすぐ１通の大きな手紙が送られる
ここから入り江の一番臭から

底にたくさんの羽

PerHZjholt

1960年代に現れた，デンマーク文学の体系的創作を代表する作家の一人.196
３年，詩集『詩人の首』で世に知られるようになる．その当時から詩の内容は相当な評
価を得ている．その後の詩集『わが手６６』（１９６６）と『ターボ』（１９６８）では，
テキストがもはや意味を持つのではなく，芸術的な側面を見せている状態が追求されて
いる．小説『６５１２』（１９６９）以降,彼の作品はさらに芸術性を増していく．１
９７４年発表の絵本『ボリューム』では，１ページ１ページが読者を魅了するショーの
ようであり，彼はここで言語芸術と視覚芸術の境界を越えたといえる．
今回取り上げた''Korrespondance''は1964年に発表されている．

解釈

ユトランド半島の入り江，湖の白鳥，群れを成しているミジンコなど，ありふれた風

景の描き出す表現その中に，体系的創作の特徴である「素材としての言葉」が巧みに
織り交ぜられている作品である．
文通によって，私たちは会ったことのない人間と心の交流を図る．第２連に出てくる
enboble(泡）は，そのやり取りを象徴している．言葉のやり取りのさらに底辺にある
「相手とのつながり」が，１つの泡の繰り返しで表現されている.また第４連のetmyldr

afv inger(たくさんの羽）は，手紙を書くための羽ペンを表すと同時に，相手に伝え
たいたくさんの思いを表現している．
文通は電話と違い，距離や時間を要する．この点も，詩の中でうまく扱われている．ま
ず距離感であるが，これは第３連目のteglvagrksvanen(レンガ工場への道）と，
brakvandsbrenden(塩水の井戸，つまり海から水を引いた井戸）という言蕊に込められ
ている．またmodpunktum(ピリオドの方へ）で，文章の一文一文を丁寧にしたためて
いる状況を思い浮かべることができる．
時間に関しては，詩全体を見た時，第１連が過去，第２，３連が現在，第４連が未来を
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鴬
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○

それぞれ表現していることに気づく．第１連のfl intstreede(石が撒かれた）である
が,f l in tとは火打石に使われる昔の石を指している．また野生のリンゴの木が生い茂
っている描写が，原始的な風景を思い起こさせる．第２，３連では，手紙の送り主が，
手紙を書きながら窓から見える風景が窺える．そして第４連は，今から手紙を出す，近
い耒宴の内容になっている．詩を読み進めていくと同時に，そこに時間の流れを感じさい未来の内容になっている．
せる表現が印象深い作品だ．

●◆
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MortenNielsen

DDdenＧＯ

DZden,denharjegtruffietdajegvarDreng.
MenkunsomenStilhedhoSnofnsomjegholdtaf
Aldrigsomnogetomkringmig,enkulde,enSkygge,

Ingenkann=vnevedNavnellervigefTa.

AldrigsomkuldevedenfThemmedTing.
SomDybp"DyblstivendeMuskelbaand.
Somomjegfaldtogfaldtlenrumleskulde

vedatholdeenfremmedkoldehaandlminhaand.

Nukenderjegdenigen,herogallevegle.
DenstaarldettavselysoverSkovennesBund.

DengaarsomensvimjendeEjernhediSommerhimlen
ogliggersomKlageroverdensovendeMund.

Denventez;fbTaltidlidtvedSidenaftingen
enslqﾉgge,usynlig,langsAaTerogStenog.Ii･zen
DengZrdetmererigtmeddenyeSekunder
ogmereondt.Ogdenermigaitidnar.

MenvifbleringenSamtalermedhinanden,
〆

hverkenvedDagslysellernaarSUemernegaariFlok.
Viveddetkunbeggeto,atdensndenerder.
Mereerikkenedvendigt・VimedeSnok.

死

死，それは私が子供の頃に出会ったことがある
Ｉ

しかし,！ただ私の好きだった何かのところにある静けさのようなものだ

1９
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私をとり巻いている影や，冷たさのようなものではないし，
少.の̅T亀去ス士弓か造､の-て亀吐左いし-離れていくことの出来るものではない名前を呼ぶことのできるようなものではないし,離れていく

見知らぬものもっ冷たさのようなものではないし，
硬くなった筋肉の束の深い深いところにあるものでもない

見知らぬ冷たい手をにぎりながら
冷たい果てしない部屋に落ちていくような冷たさでもない

今，私は死に出会う，ここでも，どこででも
死は森の底の沈黙した光の中にいる

死は夏の空の中で目もくらむほど遠く離れたもののようにいくものであり
不平を言うまどろんだ口に横たわっているようだ

死は物事のすぐそばでほんの少ししか待たない
影，見えないもの，年月，石，木々の側にある

死は刻々と豊かになるものであり
傷つけることもある．それはいつも私の身近にいる

しかし私達がお互いに会話を交わしていると感じたことはない
日光の中でも，星が群れで動く時でも

私達二人だけは知っている，お互いに隣り合っていることを
それ以上は必要がない，私達は出会うはずだから

MortenNielsen

叙情詩人．「武器なき戦士たち」（１９４３）に収録．モーテン・ニールセンは第２次
世界大戦中に多くの詩作をしたが，時代は彼の詩の背景ではあっても，モチーフではな
かった．愛，自然，同世代人を題材にしたが，占領時代の死の意識の視点からあらゆる
ことが経験された．「死」は彼の詩において重要なキーワードである．
ドイツ占領下のデンマークにおいてレジスタンス通醐に参加し，２２歳の若さで，謎の
死を遂げている.

２０
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一

解釈．

死，それは生あるものみなの抱えた不可避の運命である．あるものは自らの死と出会
い，またあるものは身内や，友人や，または見知らぬ人の死と出会う．死は常に誰かの
もとの転がっていて，時には当然人を傷つけ，時には成長させることもある・死は必ず
しもただ冷たいものとして残されていくのではなく，記憶として残される．
それがある日，新しい死と出会った瞬間，死がここにも，どこにでもあるものだと認識
する．そして死が透明で》影のようで，月日のようなもので，会話を交わすことは出来
ないが自分の側にあることを知る．
なぜ，ここまで死を人は抱えているのだろうか．それは生まれたときに，死に向かっ

て，あるいは死と共に進んでいかなければならないからである。もし命が永遠であれば，
死を思うことはないだろう．死があるからこそ，自分と死は隣り合っているこ．とを思う．
だからといって，無理に死を必要以上に思うことはないのだ，なぜならいつか，自らの
是袴の時に．死と出会うことがわかっているからだ．それを嫌ったり，名前を呼び合つ最後の時に，死と上
たりすることない．

あくまで肯定的に描かれている．死は否定的なものではなく，
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HenrikNordbrandt

Landgang
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Mithimna,Lesvos,Juli l973

上陸

あまりにも多くの無駄な旅をした後
あまりにも何度も逃亡を試みた後

自分が何を探し求めているのか，正碗に知ることなく，
硴信無しに，海図無しに枕みかけの船に巡ばれ

自分の見た物郡を，言葉以外の何も存在しなくなるほど何度も
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-あまりにも多くの空っぽなフレーズを，あまりにも多くの不必要な嘘を

繰り返し繰り返し描いた後

突然私は再び言葉のそれぞれがある愛の宣言だと感じる
●０

そして私は言葉それぞれを崇拝する．なぜならそれは私に歌わせるから’
私達が海で嵐をたたえるのと同じやり方で．
なぜならそれは私達に頭を下げさせ，

そしてあまりにも多くの知らない名前に，あまりにも多くの
魔法のかかったような島々に逃げ込ませるから・

私は，私達が冷遇された町々を，それらの名前ゆえに崇拝する・
その黒いオリーブを，そしてパンを

それからその言葉を７カ国語でのワインゆえに’崇拝する・
私は私達が見ることのなかった土地を崇拝する，

なぜならそれらは私達にその土地を発見させたから．

私はその燃える大地を崇拝する，なぜならそれは私を踊らせるから．
そして私の使い尽くされた仮面を崇拝する，
なぜならそれらは私を笑うようにさせるから・

私は私の無関心な死を崇拝する，なぜならそれは私を生かすから。

HenrikNordbrandt(1945̅）

１９６６年"Digte"(『詩集』）でデビューする．時代の流れの外にあって極度に感覚的な詩
的言語を駆使した杼情詩を番きつづける．デビュー作以来，不在と疎外がテーマとなって
おり，言葉から意味を奪うことで空虚，「無｣を出現させようとする．旅を重ね，ギリシャ，
トルコ，イタリア，スペイン各地に住まい，特にギリシヤの色，香，音を詩魂の故郷とし
て五感を解放し，暗嶮を多用した感情表現を行った．また，トルコの民話を再創造
(.@HistorieromHodja"1973)したことが，その後の作品集"OpbrudogAnkomster''(『出
発と到着』1974),"OdetilBl=ksprutterogandreK=rlighedsdigte"(『烏賊への頌歌と
愛の歌』1975）に強い影響を及ぼした．
その他の作品に，詩築"Syvsoverne''(1969)"GudsHus"(1977).484digte''(1984)

や小説.!Finckelsteinsblodigebazar''(1983)などがある．
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F１

解釈

詩の題名である｢上陸｣とはいったい何を表しているのだろうか．１連目から連想される長
い航海，そしてその後にやっとたどり着いた場所．これを作者は自身の心情と重ね合わせ

表現している．つまり作者の上陸した場所とは「愛の宣言」とも感じられるような，「言葉」
の本当の意味だったのだ．言葉を道具にする詩人として旅を続けながら，目に入ってきた

新鮮な物事を次々とその言葉によって表現してきたが，何度もそうしていく内にそれらの
意味は暖昧なものになり，生まれたフレーズさえ空虚なものになっていった．『不在｣を好
む作者の旅は地図を持たない全く自由なものであったのかもしれない．しかし裏を返すと
それは目的のない旅であり，そして現実からの解放は「逃亡」とも表裏一体なのである．
そんな迷路に迷い込んでしまったような状況になったある時，ふとした瞬間に再び言葉の
意味が輝き出す．長く重苦しい航海の後に美しい浜辺を見た時のように．
２連目に繰り返される言葉への崇拝．これがまさに作者のたどり着いた岸辺であったのだ
ろう．自分が自己表現の手段として操っている｢言葉｣は人間に使われる，という枠内に収
まるものではない．どんな時にも，あらゆる国の人々の間に一定のイメージや意味を持ち
ながら生き続けているものなのである．土地の名前を例に挙げても，名前(＝言葉)のないも
のは名前を得るまで私達の億れを継続させ，名前を得た後もそのイメージで以後いつまで
も生きつづけて行くのである．
３連目の｢燃える大地｣は作者自身の内面を，「仮面｣は道具としての言葉を，そして｢無関

心な死｣は生きるための活力を表すのではないだろうか．何か燃えるようなものに心躍らさ
れ，使い込んできたそれ自体は無表情な言葉達の織り成すものに笑いを誘われ，取るに足
らない一個人のやがて訪れる死に，そう考えることによる反動で見出される活力のような
ものが感じられる．
全体を通してこれは作者の｢言葉｣への賛歌のように感じられる．そしてまた，どこか高

いところから世界をぐるっと見渡すようなそんな広がりを詩全体が持っているようである

品後に詩の最終行に記されている陸SVOSとはギリシャの島の名で，ギリシャ神話におい
て竪琴の名手で巧みな歌い手として知られるオルペウスが葬られ，その後素晴らしい詩人

と歌手を搬出したと言われる場所である．そんな土地でNorbrandtも何か感じるものがあ
ったのかもしれない．
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乾
い
て
ゆ
く
心
を

ひ
と
の
せ
い
に
は
す
る
な

み
ず
か
ら
水
や
り
を
怠
っ
て
お
い
て

気
難
し
く
な
っ
て
き
た
の
を

友
人
の
せ
い
に
は
す
る
な

初
心
消
え
か
か
る
の
を

近
親
の
せ
い
に
は
す
る
な

な
に
も
か
も
下
手
だ
っ
た
の
は
わ
た
く
し

苛
立
つ
の
を

暮
し
の
せ
い
に
は
す
る
な

そ
も
そ
も
が
ひ
よ
わ
な
志
に
す
ぎ
な
か
っ
た

し
な
や
か
さ
を
失
っ
た
の
は
ど
ち
ら
な
の
‘
か

’款
目
な
こ
と
の
一
切
を

自
分
の
感
受
性
く
ら
い 凸
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い

自
分
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茨
木
の
り
子
（
一
九
二
六
～
）

詩
人
．
本
名
三
浦
の
り
子
．
大
阪
生
ま
れ
．
二
十
歳
で
敗
戦
を
迎
え
-
戯
曲
や

ラ
ジ
オ
童
話
を
書
く
．
二
十
三
歳
で
結
婚
し
た
の
ち
-
詩
を
書
き
始
め
る
．
二
十

七
歳
の
と
き
，
川
崎
洋
と
と
も
に
詩
誌
『
擢
』
を
創
刊
谷
川
俊
太
郎
，
大
岡
信
，

岸
田
衿
子
，
水
尾
比
呂
志
-
吉
野
弘
ら
と
と
も
に
，
戦
後
詩
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

と
し
て
活
躍
す
る
．
詩
人
の
新
川
和
江
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
戦
後
現
代
詩
の
長
女
」

で
あ
る
．
詩
集
に
『
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
』
『
お
ん
な
の
こ
と
ば
』
，
他
『
う
た

の
心
に
生
き
た
人
々
』
な
ど
．

解
釈最

近
の
子
ど
も
は
よ
そ
の
家
の
お
ば
さ
ん
（
例
え
ば
近
所
の
お
ば
さ
ん
や
友
達

の
お
母
さ
ん
）
に
怒
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
．
私
自
身
が
子
ど
も
の
頃

も
，
既
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
そ
ん
な

中
に
あ
っ
て
こ
の
詩
は
，
よ
そ
の
家
の
お
ば
さ
ん
が
自
分
に
親
身
に
な
り
，
愛
情

の
こ
も
っ
た
説
教
を
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
詩
で
あ

っ
た
．
だ
か
ら
と
い
っ
て
説
教
め
い
た
詩
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
-
読
者
に

対
し
て
，
ま
た
墓
者
自
身
に
対
す
る
戒
め
の
言
葉
に
満
ち
た
詩
で
あ
る
と
い
っ
た

ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
．
そ
し
て
そ
ん
な
戒
め
の
言
葉
が
連
ね
ら
れ
て
い
な
が
ら

も
，
た
と
え
ば
「
水
や
り
を
怠
っ
て
お
い
て
」
な
ど
の
比
嶮
的
表
現
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
．
こ
の
こ
と
が
，
坐
の
く
ま
で
も
こ
の
文
章
を
詩
た
ら
し
め
て
い

る
の
で
あ
る
．

説
教
の
話
に
戻
る
が
-
私
自
身
子
ど
も
の
頃
両
親
に
怒
ら
れ
る
に
し
て
も
，

「
そ
ん
な
こ
と
は
や
め
な
さ
い
（
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
）
」
・
な
ど
の
-
自
ら
が
犯

し
た
具
体
的
な
行
動
に
対
し
て
怒
ら
れ
る
，
つ
ま
り
即
物
的
な
槻
点
か
ら
の
説
教

を
多
く
受
け
て
き
た
よ
う
に
思
う
．
一
人
の
人
間
と
し
て
の
あ
り
か
た
や
考
壬
〃

に
対
す
る
説
教
，
い
，
わ
ぱ
観
念
的
な
観
点
か
ら
の
説
教
を
受
け
た
経
験
は
あ
ま
り

な
い
観
念
的
な
説
教
に
関
し
て
は
，
そ
こ
に
及
ぶ
は
っ
き
り
と
し
た
き
っ
か
け

が
な
い
と
い
う
の
が
主
な
原
因
か
と
も
思
わ
れ
る
が
。
と
に
か
く
こ
う
し
た
も
の

を
感
じ
さ
せ
る
詩
と
い
う
の
が
，
私
に
は
非
常
に
新
鮮
な
も
の
に
映
っ
た
．
読
む

こ
と
で
ま
ず
頭
を
が
つ
ん
と
殴
ら
れ
，
そ
の
あ
と
自
分
が
見
失
い
か
け
て
い
た
何

か
が
光
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
た
，
こ
の
詩
か
ら
は
そ
ん
な
印
象
を
受
け
た
．

私
は
こ
の
詩
を
，
茨
木
の
り
子
の
詩
築
で
は
な
く
，
様
々
な
詩
人
に
よ
っ
て
排

か
れ
た
詩
を
集
め
た
『
ポ
ケ
ッ
ト
詩
集
』
（
一
九
九
八
）
で
初
め
て
読
ん
だ
．
『
ポ
ケ

ッ
ト
詩
集
』
の
ま
え
が
き
の
中
に
，
編
者
で
あ
る
田
中
和
雄
に
よ
る
こ
ん
な
一
文

が
あ
る
・
・
「
い
い
詩
と
い
う
の
は
，
詩
人
が
自
分
の
思
い
を
ど
こ
ま
で
も
深
く
掘

り
下
げ
て
普
遍
（
ほ
ん
と
う
の
こ
と
）
に
ま
で
届
い
た
詩
の
こ
と
で
す
．
」
先
述
し
た

「
自
分
が
見
失
い
か
け
て
い
た
何
か
」
，
そ
れ
は
ま
さ
に
詩
の
中
の
こ
と
ば
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
自
分
の
感
受
性
」
で
あ
り
「
尊
厳
」
だ
と
い
え
よ
う
．
日
狩
生
活
す
る

中
で
忘
れ
そ
う
に
な
る
-
し
か
し
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
こ
と
で
あ

る
．
そ
れ
が
詩
と
い
う
短
い
文
章
の
中
か
ら
は
っ
き
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
，

こ
の
詩
が
筆
者
に
よ
っ
て
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
，
普
遍
に
た
ど
り
蒲
い
て
い
る
が

。〕
一



Ｉ

読
者
が
こ
の
詩
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
個
々
に
得
ら
れ
た
印
象
に
加
え
，
筆
者
が

こ
と
ば
に
託
し
た
思
い
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
読
者
に
伝
わ
り
，
さ
ら
に
も
う
一
段
深

い
真
実
の
底
に
た
ど
り
着
け
た
よ
う
な
，
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ラつ二つ、か．
も
ち
ろ
ん
詩
の
中
の
こ
と
ば
一
つ
一
つ
か
ら
だ
け
で
も
こ
と
ば
の
も
つ
意
吟

の
重
さ
は
十
分
伝
わ
っ
て
く
る
．
し
か
し
こ
の
詩
の
背
景
に
あ
る
筆
者
の
経
験

考
え
，
そ
う
い
っ
た
も
の
を
踏
ま
え
た
上
で
こ
の
詩
を
も
う
一
度
鑑
賞
す
る
と

こ
と
が
一
番
の
忠
義
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
．
た
だ
当
時
そ

れ
は
非
国
民
の
考
え
方
だ
か
ら
と
自
分
の
中
に
押
し
込
め
て
い
た
．
そ
う
し
て
戦

争
が
終
わ
っ
て
初
め
て
，
あ
の
時
の
疑
問
は
正
し
か
っ
た
の
だ
と
篭
者
は
気
付
く
．

今
に
な
っ
て
も
自
分
の
抱
い
た
疑
問
が
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
る
．
そ
う
し
た

と
き
に
，
自
分
の
感
受
性
か
ら
間
違
え
た
の
な
ら
間
違
っ
た
と
い
え
る
け
れ
ど
も
，

人
か
ら
そ
う
思
わ
さ
れ
て
間
違
え
た
と
し
た
ら
-
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
い
や
な

思
い
を
す
る
．
筆
者
に
は
戦
争
時
代
か
ら
の
そ
ん
な
思
い
が
あ
っ
た
．
そ
ん
な
と

こ
ろ
か
ら
出
て
き
た
こ
と
ば
が
「
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
自
分
で
守
れ
」
な
の
だ

と
い
う
．
一
篇
の
詩
が
で
き
る
ま
で
-
何
十
年
も
か
か
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
-

美
し
い
も
の
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
．
し
か
し
筆
者
自

身
，
周
り
の
友
人
た
ち
も
含
め
て
美
し
い
も
の
を
欲
す
る
年
頃
で
あ
っ
た
．
敵
国

の
ジ
ャ
ズ
を
布
団
の
中
で
聞
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
対
す
る
疑
問
．
’
億

玉
砕
で
，
死
ぬ
こ
と
が
忠
義
と
い
わ
れ
る
時
代
．
そ
れ
な
ら
ば
生
ま
れ
て
こ
な
い

ゆ
え
に
な
せ
る
技
な
の
か
も
し
れ
な
い
．

そ
う
筆
者
は
言
う

●

筆
者
に
よ
る
と
こ
の
詩
の
種
子
は
戦
争
中
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
だ
と
い
う
．

-
４
-
。
１
Ｌ
０
ｕ
ｄ
８
１
０
Ｂ
Ｂ
■
８
■
■
Ⅱ
ｐ
０
．
９
１
１
Ｂ
ｄ
０
Ｉ
ｂ
ｂ
Ｉつ

か
ら
だ
け
で
も
こ
と
ば
の
も
つ
意
味

〆
Ｄ
口
、
ロ
グ
』
雲
Ｊ
」
、
″
Ｐ
一
国
Ｉ
Ｆ
・
Ｉ
戸
，
、
。
-
、
〃
-
ｑ
Ｊ
Ｐ
宙
挿
足
ｐ
』
Ｌ
〃
Ｐ
Ｐ
Ｌ
合
一
Ｌ
Ｅ
ｂ
も
〃

一
度
鑑
賞
す
る
と
，

-
６
４
４
０
Ｉ
ｆ
ｆ
ｄ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｑ
■
巳
■
■
２
画
■
４
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１
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０
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０
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５
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０
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金
子
み
す
堂

朝
焼
小
焼
だ

大
漁
だ

大
羽
鰡
の

大漁だ．

浜
は
祭
り
の

よ
う
だ
け
ど

海
の
な
か
で
は

何
万
の

錨
の
と
む
ら
い

す
る
だ
ろ
う

（
『
日
本
童
謡
集
』
に
掲
載
一
九
二
六
年
）

大漁

１
１
１

金
子
み
す
堂
（
一
九
○
六
～
一
九
二
一
一
）

金
子
み
す
夢
（
本
名
テ
ル
）
は
明
治
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
頭
を
生
き
た
女
流
童

謡
作
家
で
あ
る
．
彼
女
は
明
造
一
充
年
に
山
口
県
に
生
ま
れ
た
彼
女
の
育
っ
た

大
正
時
代
-
町
は
猟
師
た
ち
で
栄
え
て
お
り
，
特
に
，
大
羽
鰡
の
時
期
に
は
ま
る

で
祭
り
の
よ
う
で
あ
っ
た
．

テ
ル
は
叔
母
の
嫁
ぎ
先
だ
っ
た
上
山
文
英
堂
で
側
き
な
が
ら
童
謡
を
書
く
よ

う
に
な
っ
た
．
そ
し
て
大
正
十
二
年
六
月
の
始
め
-
金
子
み
す
蟹
と
い
う
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
雑
誌
「
童
話
」
「
婦
人
ク
ラ
ブ
三
婦
人
画
報
三
金
の
星
」
に
，
初
め
て
書
い

た
童
話
を
投
稿
し
た
．
こ
の
作
品
は
こ
の
年
の
九
月
号
に
全
て
敬
っ
た
．
童
謡
作

家
金
子
み
す
笈
の
誕
生
で
あ
る
．

金
子
み
す
夢
は
，
そ
の
後
も
さ
ら
に
活
馴
を
続
け
た
が
，
彼
女
に
と
っ
て
の
幸

せ
な
時
代
は
そ
う
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
．

み
す
夏
は
大
正
十
五
年
二
月
に
結
婚
し
た
．
し
か
し
そ
の
結
婚
は
政
略
結
婚
的

な
色
を
濃
く
出
し
た
も
の
で
，
し
か
も
夫
と
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

の
だ
．
そ
し
て
，
童
謡
を
書
く
こ
と
も
文
通
を
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
し
ま
つ

の
だ
．
そ
し
一

た
の
で
あ
る
．

い
と
言
い
，
夫
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
．
し
か
し
気
持
ち
を
ひ
る
が
え
し
て
-
娘

を
返
せ
と
何
度
も
言
う
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
し
て
つ
い
に
，
三
月
十
日
に
迎
え
に

行
く
と
い
っ
て
き
た
の
で
あ
る
．
当
時
の
法
制
度
の
上
で
は
，
テ
ル
は
娘
を
夫
に

渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
．

そ
し
て
-
昭
和
五
年
二
月
-
離
婚
．
離
婚
の
条
件
と
し
て
テ
ル
は
娘
を
育
て
た

４



：/＋I 咄

:k＃
坤,＃
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､
＃三

月
九
日
，
一
プ
ル
は
三
通
の
遺
書
を
残
し
，
薬
を
飲
ん
で
自
殺
し
た

僖
一
今
夜
の
月
の
よ
う
に
私
の
心
も
静
か
で
す
」
と
書
い
て
あ
っ
た

八歳であった．

解釈
い
る
も
の
も
-
そ
う
で
は
な
い
も
の
も
．
こ
れ
は
原
始
的
な
宗
教
，
あ
う

供
の
心
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
，
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
い
う
．

●

私
は
み
す
笈
の
詩
が
大
好
き
で
一
の
る
．
彼
女
の
詩
を
読
む
と
，
と
て
も
静
か
な

気
持
ち
に
な
り
想
像
力
が
描
き
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
と
い
う
の
は
み
す
質
の

詩
は
，
や
さ
し
い
詩
で
．
｝
の
り
-
し
か
し
．
な
が
ら
ど
こ
か
切
な
さ
を
伴
っ
て
い
る
か

海
の
中
で
は
何
万
の
錦
の
弔
い
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

そ
う
で
全
の
る
．
そ
の
よ
う
に
は
・
な
・
か
・
琴
か
言
え
る
も
の
で
は
．
な
い
で
一
の
ろ
う
．
そ

）
て
夷
し
て
鑿
し
く
は
な
い
言
葉
で
，
切
な
さ
を
率
直
に
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
こ

詩
は
，
や
さ
しい
詩
で
あ
り
-
し
か
し
な
が
ら
と
こ
カ
ワ
・
乃
さ
を
僧
一
、
了
や
｜
／
・
學

ら
で
一
の
る
．
例
え
ば
こ
の
作
品
に
お
い
て
言
え
ば
，
盛
大
・
な
大
羽
鰡
の
漁
の
陰
で

そ
し
て
も
う
一
つ
金
ヱ
-
み
、
す
夏
の
．
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
彼
女
の

詩
の
壮
大
さ
で
あ
る
．
つ
ま
り
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
考
え
方
に
繋
が
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
-
彼
女
の
詩
か
ら
，
動
物
だ
と
か
魚
と
か
花
だ
と
-
か
，
そ
し
て
人
間
だ
と

か
，
そ
う
い
う
小
さ
な
こ
と
で
は
な
く
て
こ
の
世
界
に
あ
る
命
と
い
う
も
の
を
感

し
て
決
し
て
難
し
く
は
な
い
言
葉
で
，
切
な
さ
を
雪
雲

と
が
，
私
は
た
だ
聿
純
に
す
ご
い
と
思
う
の
で
あ
る
．

み
す
笈
の
詩
に
お
い
て
，
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
は
生
命
が
宿
っ
て
い
る
．
生
き
て

る
も
の
も
，
そ
う
で
は
‘
な
い
も
の
も
．
こ
れ
は
原
始
的
な
宗
教
，
あ
る
い
は
子

…

●

Ｉ

Ｉ
１
ｈ
ｄ
Ⅱ
Ⅱ
町
-
９
．
４
勺
■
Ｆ
凸
■
■

ｌ

ｐ

ｌ

遺
書
に

享
年
二

じ
る
こ
と
が
で
き
る
．

言
い
換
え
る
な
ら
ば
，
あ
ら
ゆ
る
命
と
い
う
も
の
は
は
か
な
い
も
の
で
，
そ
の

痛
み
を
想
像
出
来
る
か
ら
こ
そ
彼
女
の
詩
は
や
さ
し
い
，
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
．

ｂ
ｂ
６
０
１
ｌ
Ｉ
８
‘
ｂ
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
８
１
９
１
６
Ⅱ
１
ｔ
Ｏ
卜
●
■
ｐ
-
唱
日

寺
卜
・
も
四
ｑ
・
■
■
昭
■
曲
・
・
１
も
■
Ｉ
・
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，
Ⅱ
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Ｉ
ｄ
ｌ
■
Ｉ
・
■
１
．
６

■
Ｉ
ｄ
ｑ
Ⅱ
１
．
．
１
．
Ｆ

ｰ
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＝

立
原
道
造

日
な
た
に
は
い
つ
も
の
や
う
に
し
づ
か
な
影
が

こ
ま
か
い
模
様
を
編
ん
で
ゐ
た
淡
く
し
か
し
は
っ
き
り
と

花
び
ら
と
枝
と
梢
と
ｌ
何
も
か
も
：
．
…

す
べ
て
は
そ
し
て
か
な
し
げ
に
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
ゐ
た

私
は
待
ち
う
け
て
ゐ
た
一
心
に
私
は

見
つ
め
て
ゐ
た
山
の
向
う
の
ま
た

山
の
向
う
の
空
を
み
た
し
て
ゐ
る
き
ら
き
ら
す
る
青
を

．
な
が
さ
れ
て
行
く
浮
雲
を
煙
を
…
…

古
い
小
川
は
．
ま
た
う
た
っ
て
ゐ
た
小
鳥
も

た
の
し
く
さ
へ
づ
っ
て
ゐ
た
き
く
人
も
ゐ
な
い
の
に

風
と
風
と
は
さ
さ
や
き
か
は
し
て
ゐ
た
か
す
か
な
言
葉
を

あ
あ
不
思
議
な
四
月
よ
！
私
は
心
も
は
り
さ
け
る
ほ
ど

待
ち
う
け
て
ゐ
た
冠
の
日
々
を
優
し
く
す
る
ひ
と
を

私
は
見
つ
め
て
ゐ
た
Ｉ
風
と
影
と
を
…
…
（
霞
し
き
歌
Ｉ
』
よ
り
）

う
た
ふ
や
う
に
ゆ
っ
く
り
と
…
…

■
■
ｑ
９
６
ｑ
Ⅱ
１
９
１
４
０
国
■
。
Ｂ
Ｊ
Ｂ
ｐ
０
９
１
８
０
Ｂ
ｌ
Ｌ
１
・
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｊ
-
１
０
ｄ
Ｂ
Ⅱ
■
、
Ⅱ
７
Ⅱ
り
げ
０
９

萩
原
朔
太
郎

浅
鯏
の
や
う
な
も
の
，

蛤
の
や
う
な
も
の
-

蛤
の
や

み
ぢ
ん
こ
の
や
う
な
も
の
，

そ
れ
ら
生
物
の
身
体
は
砂
に
う
も
れ
，

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
，

絹
い
と
の
や
う
な
手
が
無
数
に
生
え
，

手
の
ほ
そ
い
毛
が
浪
の
ま
に
ま
に
う
ご
い
て
ゐ
る
．

あ
は
れ
こ
の
生
あ
た
た
か
い
春
の
夜
に
，

そ
よ
そ
よ
と
潮
み
づ
な
が
れ
-

生
物
の
上
に
み
づ
な
が
れ
，

貝
る
ゐ
の
舌
も
-
ち
ら
ち
ら
と
し
て
も
え
哀
し
げ
な
る
に
，

と
ほ
く
渚
の
方
を
見
わ
た
せ
ば
，

ぬ
れ
た
渚
路
に
は
，

腰
か
ら
下
の
な
い
病
人
の
列
が
あ
る
い
て
ゐ
る
，

ふ
ら
り
ふ
ら
り
と
歩
い
て
ゐ
る
．

あ
あ
，
そ
れ
ら
人
間
の
髪
の
毛
に
も
，

春
の
夜
の
か
す
み
い
ち
め
ん
に
ふ
か
く
か
け
，

春
夜

６

ー
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よ
せ
く
る
，
よ
せ
く
る
，

このしテ室ご浪の列はさざ・なみです．

爵

…

Ｉ

（『月に吠える』より）

立原道造（一九一四～一九一一一九）

白
秋
の
短
歌
を
好
み
-
二
織
入
学
後
，
前
田
夕
幕
の
「
詩
歌
」

発表する．

ｂ
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
■

の
創
刊
に
参
加
す
る
．
夏
に
は
信
州
追
分
に
滞
在

一
九
三
七
年
-
東
大
を
卒
業
し
，
石
本
建
築
耶
務
所
に
就
職
す
る
．
こ
の
年
，

第
一
詩
集
『
わ
す
れ
草
に
寄
す
』
，
次
い
で
『
暁
と
夕
の
詩
』
を
刊
行
す
る
．
な

お
，
卒
業
設
計
は
年
度
最
優
秀
賞
を
三
年
連
続
し
て
得
る
．
こ
の
こ
ろ
，
肋
樅
炎

の
静
養
中
，
追
分
の
旅
館
油
屋
が
消
失
し
，
九
死
に
一
生
を
得
る
．

一ＪＪ

一
九
三
八
年
，
営
業
を
再
開
し
た
追
分
油
屋
滞
在
中
，
詩
集
『
優
し
き
歌
』
の

構
想
が
ま
と
ま
る
．
心
身
改
善
の
旅
を
計
画
し
，
東
北
，
関
西
，
山
陰
，
九
州
を

巡
る
が
，
長
崎
で
喀
血
し
倒
れ
，
帰
郷
し
て
入
院
す
る
．
翌
年
，
中
原
中
也
賞
を

受
賞
し
た
が
，
そ
の
直
後
に
わ
ず
か
二
四
歳
八
ヵ
月
で
生
涯
を
終
え
る
．

受 巡 構萩
原
朔
太
郎
（
一
八
八
六
～
一
九
四
一
一
）

一八八六年，

覚め，「文庫」

一
九
一
四
年
，
東
京
都
に
生
ま
れ
る
．
府
立
一
二
中
時
代
か
ら
石
川
啄
木
や
北
原

-
：
、
〃
．
．
」
-
｜
｜
ｈ
峰
参
一
隻
，
前
日
夕
扉
、
「
痔
歌
一
に
自
由
律
短
歌
を

『『←-１■Ｊ〃

一
九
三
四
年
，
東
大
に
入
学
，
同
人
誌
「
戯
画
」
を
創
刊
．
次
い
で
「
四
季
」

群
馬
県
前
橘
市
に
生
ま
れ
る
．
前
橋
中
学
在
学
中
に
文
学
に
目

「
明
星
」
な
ど
に
短
歌
を
投
稿
す
る
．
中
学
卒
業
後
，
五
校
，
六
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校
，
慶
応
大
に
入
学
し
た
が
，
ど
れ
も
長
続
き
し
な
い
．
二
五
歳
ご
ろ
か
ら
西
洋

音
楽
-
特
に
マ
ン
ド
リ
ン
に
熱
中
す
る
．

一
九
一
三
年
，
白
秋
主
宰
の
「
朱
藥
（
ザ
ン
ボ
ア
ご
に
詩
が
掲
載
さ
れ
，
詩

壇
に
出
る
．
そ
の
頃
，
そ
の
著
作
に
感
激
し
て
生
涯
の
友
と
な
っ
た
室
生
犀
星
と

詩
誌
「
感
情
」
を
創
刊
し
，
新
風
を
送
り
な
が
ら
，
独
自
の
詩
境
を
開
拓
し
た
の

が
，
第
一
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』
で
あ
る
．

一
九
二
三
年
，
新
風
の
詩
を
ま
と
め
て
『
青
猫
』
を
刊
行
し
，
不
動
の
評
価
を

得
る
．
「
日
本
口
語
詩
の
真
の
完
成
者
」
と
も
言
わ
れ
る
．

一
九
二
五
年
，
上
京
し
，
多
く
の
文
人
と
交
際
す
る
．
そ
の
間
離
婚
，
父
の
死
，

再
婚
な
ど
を
経
験
す
る
．
『
氷
島
』
以
後
は
，
『
日
本
へ
の
回
帰
』
な
ど
評
論
を
中

心
に
，
「
四
季
」
同
人
と
活
発
な
文
学
活
動
を
す
る
が
，
一
九
四
二
年
，
五
五
歳

で
，
病
の
．
た
め
こ
の
世
を
去
る
．

解
釈詩

人
が
，
そ
の
目
に
映
る
風
景
を
詠
う
時
，
そ
れ
は
言
葉
，

れ
た
絵
画
で
あ
る
．
そ
し
て
同
時
に
，
心
の
目
で
見
た
絵
画
一

画
家
の
心
の
目
に
映
る
風
景
が
，
そ
の
色
使
い
や
画
風
に
表
揖

に
．
そ
こ
に
は
作
家
の
心
の
風
景
が
繊
細
に
映
し
出
さ
れ
る
．

春
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
暖
か
な
風
景
が
，
著
者
の
心
の
目
を
介

し
て
描
か
れ
た
『
う
た
う
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
．
：
』
に
は
-
か
す
か
に
虚
し
さ

そ
の
目
に
映
る
風
景
を
詠
う
時
，
そ
れ
は
言
葉
と
い
う
手
段
で
描
か

あ
る
．
そ
し
て
同
時
に
，
心
の
目
で
見
た
絵
画
で
あ
る
．
ち
ょ
う
ど

目
に
映
る
風
景
が
，
そ
の
色
使
い
や
画
風
に
表
現
さ
れ
る
時
の
よ
う

ｂ
１
号
Ｑ
■
可
ｄ
９
１
ｐ
ｄ
Ｊ
４
Ｊ
１
℃
巳
旧
．
０
７
４

が
漂
う
．
著
者
の
心
に
沸
き
起
こ
る
寂
し
さ
，
温
も
り
を
求
め
る
心
の
隙
間
が
，

腿
し
い
は
ず
の
情
景
を
-
ど
こ
か
物
憂
げ
に
さ
せ
て
い
る
．
著
者
で
あ
る
立
原
道

造
は
，
よ
く
花
鳥
風
月
を
詠
う
詩
人
で
あ
る
．
そ
れ
は
ど
れ
も
，
は
か
な
く
，
淡

い
色
彩
で
彩
ら
れ
た
水
彩
画
を
見
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
．
水
彩
絵
の
具

で
風
景
を
描
く
よ
う
に
詩
を
詠
ん
だ
と
思
わ
せ
る
そ
の
描
写
は
，
『
う
た
う
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
と
。
：
』
で
は
，
春
の
愁
い
を
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
．

春
の
夜
の
浜
辺
で
，
そ
こ
に
息
づ
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
生
物
，
波
打
つ
潮
水
，

そ
し
て
幻
の
世
界
を
描
い
た
『
春
夜
』
．
想
像
の
世
界
の
中
で
見
る
小
さ
な
生
物

の
営
み
は
，
生
命
感
と
同
時
に
，
ど
こ
か
哀
愁
を
も
感
じ
さ
せ
る
．
生
暖
か
い
春

の
夜
に
，
そ
れ
ら
生
物
の
，
浪
に
翻
弄
さ
れ
，
哀
し
げ
に
微
伽
す
る
あ
り
様
を
詠

い
，
遠
く
離
れ
た
渚
に
は
宛
て
の
な
い
亡
霊
達
の
姿
を
見
る
著
者
は
ま
さ
に
，
何

か
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
微
動
し
，
そ
し
て
宛
て
の
な
い
自
分
の
心
を
見
た
の
だ
ろ

う
．
こ
の
時
，
著
者
の
心
の
目
に
映
る
風
景
と
は
，
立
原
道
造
の
そ
れ
と
は
全
く

異
質
の
，
幻
想
の
世
界
が
暗
闇
の
中
に
ぼ
ん
や
り
白
く
浮
か
び
上
が
る
‘
無
彩
色

的
，
抽
象
的
絵
画
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．

８
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き
み
は
ぼ
く
の
と
な
り
で
ね
む
っ
て
い
る

し
や
つ
が
め
く
れ
て
お
へ
そ
が
み
え
て
い
る

ね
む
っ
て
る
の
で
は
な
く
て
し
ん
で
る
の
だ
っ
た
ら

ど
ん
な
に
う
れ
し
い
だ
ろ
う

き
み
は
も
う
じ
ぷ
ん
の
こ
と
し
か
か
ん
が
え
て
い
・
な
い
め
で

ぼ
く
の
き
ら
い
な
あ
く
と
い
っ
し
ょ
こｆ

Ｉ

じ
っ
と
ぼ
く
を
み
つ
め
る
こ
と
も
な
い
し

ぼ
く
は
む
ね
が
ど
き
ど
き
し
て
く
る

き
み
が
そ
ば
へ
く
る
と
き
み
の
に
お
い
が
し
て

か
わ
へ
お
よ
ぎ
に
い
く
こ
と
も
な
い
の
だ

ゆ
う
べ
ゆ
め
の
な
か
で
ぼ
く
と
き
み
は

が
つ
こ
う
の
こ
と
も
わ
す
れ
て
い
た

ふ
た
り
つ
き
り
で
せ
ん
そ
う
に
い
っ
た

お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
も
お
と
う
さ
ん
の
こ
と
も

ふ
た
り
と
も
も
う
し
ぬ
の
だ
と
お
も
っ
た

し
ん
だ
き
み
と
い
つ
ま
で
も
い
き
よ
う
と
お
も
っ
た

き
み
と
と
も
だ
ち
に
な
ん
か
な
り
・
た
く
な
い

き
み

上か斑醐織戯沖嘩、●僻Ｊ１必．ｊＩＬ１Ｊ．’Ｌ-・山・ｆＪ

１

１

ぼ
く
は
た
だ
き
み
が
す
き
な
だ
け
だ

（
「
は
だ
か
」
一
九
八
八
年
）

１

１

１

Ⅱ
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．
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０
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９



谷
川東

京
都
出
身
哲
学
者
の
父
，
哲
三
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
母
，
多
喜
子
の
間
に
生

●
ま
れ
る
．
昭
和
二
五
年
，
雑
誌
「
文
学
界
」
に
三
好
達
治
の
紹
介
文
付
き
で
作
品

が
掲
載
さ
れ
，
そ
し
て
昭
和
二
七
年
，
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
を
出
版
．
青
春

の
生
命
感
と
宇
宙
的
想
像
力
に
基
づ
く
孤
独
感
と
を
清
新
に
表
現
し
た
．
彼
は
詩

の
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
，
自
己
表
現
を
詩
の
み
に
求
め
得
ず
，
活
動
範
囲
を
舞
台

や
映
画
の
脚
本
，
童
謡
，
童
話
-
あ
る
い
は
翻
訳
な
ど
，
演
劇
や
音
楽
の
分
野
ま

で
広
げ
て
い
る
．
主
な
作
品
「
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
」
「
夜
中
に
台
所
で
ぼ
く
は

き
み
に
話
し
か
け
た
か
っ
た
」
．

解
釈

だ
の
だ
が
，
そ
の
次
に
来
る

が
，
私
に
は
衝
撃
的
だ
っ
た
．

私
は
こ
の
詩
を
，
「
合
唱
」
を
通
し
て
は
じ
め
て
知
っ
た
．
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗

っ
て
流
れ
る
歌
詞
を
耳
で
聞
き
取
っ
て
い
た
の
だ
が
，
三
行
目
ま
で
の
「
ね
む
っ

て
い
る
」
↓
「
お
へ
そ
が
み
え
て
い
る
」
↓
「
ね
む
っ
て
る
の
で
は
な
く
て
し
ん

で
る
の
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
流
れ
が
，
あ
ま
り
に
極
端
で
印
象
的
だ
っ
た
の
を
覚

え
て
い
る
．
そ
し
て
授
業
で
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
-
詩
集
を
あ
ら
た
め
て
読
ん

だ
の
だ
が
，
そ
の
次
に
来
る
「
ど
ん
な
に
う
れ
し
い
だ
ろ
う
-
一
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

全
体
を
通
し
て
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
-
こ
の
詩
の
一
つ
の
特
徴
で

俊
太
郎
（
一
九
三
一
～
）

拳
の
る
．
一
見
や
さ
し
い
印
象
を
受
け
る
も
の
の
，
読
み
終
え
た
後
に
，
何
か
こ
う
，

力
強
い
感
俄
が
押
し
寄
せ
て
く
る
．
そ
れ
は
お
そ
ら
く
，
詩
の
中
の
「
ぼ
く
」
が
，

好
き
な
「
き
み
」
の
こ
と
を
独
り
占
め
に
し
た
い
，
そ
の
願
望
が
伝
わ
っ
て
く
る

か
ら
で
は
・
な
い
だ
ろ
う
左
何
も
か
も
な
く
な
っ
た
世
界
で
，
た
だ
「
き
み
」
と

一
緒
に
い
た
い
「
ぼ
く
」
の
気
持
ち
が
，
激
し
く
，
そ
し
て
ど
こ
と
な
く
切
な
く

も
あ
る
作
品
で
あ
る
．

ロ
■
■
●
■
■
ワ
ー
０
９
■
０
Ｆ
、
■
■
ｒ
ｐ
ｑ
７
ｌ
？
１
日
■
ｑ
-
-
-
。
。
。
・
■
９
１
，

４

ｌ

ｂ

10

-



蕊
熱
鍵
黙
蕊
蕊
蕊
識
蕊
蕊
識
蕊
蕊
蕊
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蕊
嬢
織
鐵
蕊
蕊
蕊
蝿
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蕊
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．

・

・

唱

・

。

．

・

１

日

・

日

日

・

・

１

．

４

・

・

。
-
-
-
-
勺
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
・
・
・
串
１
１
４
１

く
り
・
か
え
し
て
こ
ん
な
に
も
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
て
こ
ん

な
に
こ
ん
な
に
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
て
く
り

か
え
し
く
り
・
か
え
し
つ
づ
け
て
こ
ん
な
に
も
く
り
か
え
し
て
く
り

●
か
え
．
し
い
く
た
び
く
り
か
え
せ
ば
い
い
の
か
く
り
か
え
す
言
葉

は
死
ん
で
く
り
か
え
す
も
の
だ
け
が
く
り
か
え
し
残
る
く
り
か
え

し
そ
の
く
り
か
え
し
の
く
り
か
え
し
を
く
り
か
え
す
た
び
陽

は
の
ぼ
り
陽
は
沈
み
そ
の
く
り
か
え
し
に
く
り
か
え
す
日
々
く

り
か
え
し
米
を
煮
て
く
り
か
え
し
む
か
え
る
そ
の
朝
の
く
り
か
え

し
に
い
つ
か
夜
の
く
る
こ
の
く
り
か
え
し
よ

云
う
な
云
う
な
さ
よ
な
ら
と
は
！

別
れ
の
幸
せ
は
誰
の
も
の
で
も
な
い

私
た
ち
は
く
り
か
え
す
他
は
な
い
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
夢
み

あ
い
く
り
か
え
し
抱
き
あ
っ
て
く
り
か
え
し
く
る
よ
だ
れ
よ

も
う
会
え
な
い
こ
と
を
く
り
か
え
し

い
つ
ま
で
も
会
う
く
り
・
か
え
し
会
わ
な
い
く
り
か
え
し
の
樹
々
に

風
は
吹
き

今
日
く
り
か
え
す
私
た
ち
の
絶
え
な
い
咳
と
鍋
に
水
を
汲
む
音

お
お
明
日
よ
明
日
よ

●
な
ん
と
お
ま
え
は
遠
い
の
だ

（
詩
集
『
あ
な
た
に
』
一
九

く
り
か
え
す

１
１
曲
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
２
Ⅱ
Ⅱ
８
屯
-
Ⅱ
４
■
日
日
Ｉ
■
日
■
-
Ⅱ
■

一九六○年）

ｒ
ｌ
ｄ
ｌ
■
Ｏ
０
６
Ｂ
ｑ
１
６
０
ｌ
Ｂ
９
Ⅱ
０
■
■
８
６
８
■
６
１
口
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
ｌ
８
０
７
上
８
８
１
ｒ
-
Ｉ
Ｌ
“
１
０
-

谷
東
京
都
出
身
で
，
哲
学
者
谷
川
哲
三
の
長
男
．
十
八
歳
の
時
一
二
次
達
治
の
紹
介

で
「
ネ
ロ
」
他
５
編
の
詩
を
発
表
，
一
九
五
二
年
に
は
最
初
の
詩
築
『
二
十
億
光

年
の
孤
独
』
を
発
表
し
新
し
い
叙
情
詩
の
出
現
と
い
わ
れ
た
戦
争
か
ら
解
放
さ

れ
た
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
健
康
的
に
，
そ
し
て
明
る
く
平
易
な
傾
向
を
持
つ
詩

誌
「
柵
」
（
一
九
五
一
二
年
創
刊
大
岡
信
ら
が
参
加
）
に
参
加
す
る
←
そ
の
後
詩
集

『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
『
愛
に
つ
い
て
』
，
詩
論
集
『
世
界
へ
！
』
な
ど
を
刊
行

す
る
．
宇
宙
的
な
も
の
へ
，
社
会
的
な
も
の
へ
，
そ
の
作
品
の
主
題
は
常
に
前
進

的
で
あ
り
，
活
動
的
で
あ
る
．
現
在
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
ー
劇
作
，
作
詞
，
絵
本
な
ど

幅
広
い
領
域
で
活
鰯
し
て
い
る
．

解
釈「

く
り
か
え
し
て
」
「
く
り
か
え
す
」
と
い
っ
た
言
莱
の
繰
り
返
し
が
印
象
的

●
登
詩
で
あ
る
．
そ
し
て
前
半
に
見
ら
れ
る
改
行
の
仕
方
も
ま
た
，
読
む
時
に
目
を

引
か
れ
る
部
分
の
一
つ
で
あ
る
．
切
り
の
い
い
所
で
行
を
変
え
る
の
で
は
な
く
，

言
葉
の
途
中
で
も
改
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
る
で
ノ
ー
ト
の
殴
り
沓
き
を

連
想
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
．
し
か
し
そ
う
す
る
こ
と
で
詩
が
ス
ピ
ー
ド
を
得
，
そ

し
て
ま
た
輪
の
上
に
書
か
れ
た
言
葉
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
な
印
象

を
与
え
て
「
く
り
か
え
す
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
．

川

俊
太
郎
（
一
九
三
一
～
）

●
９
１
．
Ｇ
日
勺
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ａ
Ｆ
Ｉ
■
●
■
■
■
■
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卜

こ
の
終
わ
り
の
な
い
「
く
り
か
え
し
」
の
中
に
作
者
は
何
を
感
じ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
．
最
後
の
「
お
お
明
日
よ
明
日
よ
／
な
ん
と
お
ま
え
は
遠
い
の
だ
」
と
書
か

れ
た
二
行
は
一
見
こ
の
「
く
り
か
え
し
」
に
疲
れ
-
絶
望
を
感
じ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
が
-
し
か
し
そ
れ
は
逆
に
繰
り
返
す
こ
と
で
得
る
安
心
を
表
し
て
い
る

と
言
え
る
．
「
陽
は
の
ぼ
り
沈
み
」
，
「
く
り
か
え
し
米
を
煮
て
」
そ
し
て
「
鍋
に
水

を
汲
む
音
」
と
い
っ
た
日
常
の
ひ
と
こ
ま
が
果
て
し
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
，
明
日
が
あ
る
こ
と
の
保
証
で
あ
り
，
そ
の
点
で
の
不
安
は
感
じ
ら
れ
な

い
．
ま
た
そ
う
い
っ
た
繰
り
返
し
か
ら
成
る
生
活
に
，
作
者
は
飽
き
飽
き
し
て
い

る
と
言
う
わ
け
で
も
な
い
．
な
ぜ
な
ら
何
か
と
「
会
う
」
こ
と
を
繰
り
返
し
も
す
れ

ば
「
も
う
会
え
な
い
こ
と
」
も
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
明
日
が
遠
い
と

い
う
表
現
も
そ
の
こ
と
に
対
す
る
絶
望
で
は
な
く
，
「
物
事
は
こ
の
よ
う
に
繰
り

返
す
も
の
な
の
だ
」
と
い
う
一
歩
引
い
た
視
点
か
ら
の
素
直
な
感
想
の
よ
う
で
あ

る
．
大
岡
信
に
よ
る
と
谷
川
の
詩
に
は
「
じ
め
じ
め
し
た
と
こ
ろ
感
傷
的
な
と
こ

ろ
の
．
ま
る
で
な
い
一
種
幾
何
学
的
な
清
潔
さ
，
無
駄
の
な
さ
」
と
い
っ
た
特
徴
が

あ
る
と
い
う
．
ま
さ
に
そ
の
特
徴
を
持
っ
た
詩
だ
と
言
え
よ
う
．
風
が
さ
っ
と
通

り
す
ぎ
た
よ
う
な
勢
い
の
あ
る
詩
で
あ
る
．

Ｉ
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｛



１'iＩｆ
ﾛﾛ11ⅡＩ

中
原
中
也

昔
私
は
思
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た

恋
愛
詩
な
ぞ
愚
劣
な
も
の
だ
と

今
私
は
恋
愛
詩
を
詠
み

甲
斐
あ
る
こ
と
に
思
ふ
の
だ

昔
私
は
思
っ
て
ゐ
た
も
の
だ
っ
た

恋
愛
詩
な
ど
愚
劣
な
も
の
だ
と

だが今で．もとも、
す
る
と

そ
れ
は
時
々
私
を
い
ら
だ
て

と
ん
だ
希
望
を
起
さ
せ
る

恋
愛
詩
よ
り
も
ま
と
も
な
詩
境
に
は
い
り
た
い

そ
の
心
が
間
違
っ
て
ゐ
る
か
ゐ
な
い
か
知
ら
な
い
が

と
に
か
く
さ
う
い
ふ
心
が
残
っ
て
を
り

惇
悴
Ⅱ

川
篭
咄
蝉
哩
蝿
抑
悪
冊
糊
蝿
鮒
忠
珊
啼
聾
筑
咄
…
１
１
，
１
ｆ
Ｉ

６

け
れ
ど
も
い
ま
で
は
恋
愛
を

ゆ
め
み
る
ほ
か
に
能
が
な
い

（山羊の歌）

1３



、
：

中
原
中
也
（
一
九
○
七
～
一
九
三
七
）

山
口
県
生
れ
．
東
京
外
語
専
修
科
修
了
．
若
く
し
て
詩
才
を
顕
わ
し
，
十
五
歳

で
友
人
と
の
共
同
詩
集
（
末
黒
野
）
を
発
表
一
九
三
四
年
に
第
一
詩
集
「
山
羊

の
歌
」
を
自
費
出
版
．
わ
ず
か
三
○
年
の
生
涯
で
あ
り
，
一
九
三
七
年
鎌
倉
で
急

逝
．
そ
の
死
後
（
在
り
し
日
の
歌
が
出
版
さ
れ
た
．
中
学
や
高
校
の
教
科
書
の
も

よ
く
採
ら
れ
て
い
る
，
現
在
で
は
近
代
詩
の
古
典
と
な
っ
て
い
る
．

中
原
中
也
の
詩
に
は
人
間
と
し
て
の
苦
悩
-
．
ま
た
中
也
自
身
の
苦
悩
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
．
例
え
ば
，
こ
の
「
樵
悴
Ⅱ
」
に
お
い
て
は
中
也
の
偉
大
な
詩

人
（
恋
愛
詩
を
超
え
た
詩
の
境
地
を
持
っ
た
詩
人
）
へ
の
憧
れ
，
し
か
し
中
也
は

恋
愛
詩
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
苦
悩
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．
し
か
し
恋
愛
詩
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は
，
彼
に
恋
愛
詩
か

ら
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
苛
立
ち
を
与
え
る
が
，
恋
愛
詩
を
詠
め
る
と
い
う
こ
と

も
ま
た
彼
に
希
望
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
．
そ
れ
ゆ
え
恋
愛
詩
を
一
階
に
ま
ち
が

っ
て
い
る
と
も
断
言
は
で
き
ず
，
た
だ
そ
の
苦
悩
の
み
残
り
，
再
び
恋
愛
を
ゆ
め

解
釈

みている．

こ
の
詩
に
お
い
て
も
う
一
つ
心
を
う
ご
か
さ
れ
る
の
は
，
第
一
連
の
一
行
目
に
お

い
て
は
「
昔
私
は
思
っ
て
ゐ
た
も
の
だ
っ
た
」
で
あ
る
の
に
，
第
六
巡
で
は
「
昔

私
は
思
っ
て
ゐ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
言
う
部
分
で
あ
る
；
一
連
目
に
お
け
る
「
昔
」

の
あ
と
の
空
白
は
，
深
い
た
め
息
を
思
わ
せ
る
．
そ
れ
こ
そ
が
，
苦
悩
そ
の
も
の

で
あ
り
，
対
し
て
六
連
目
に
息
も
つ
か
ず
塁
日
私
は
。
：
」
と
詠
む
と
こ
ろ
は
苦

悩
に
対
す
る
あ
き
ら
め
と
恋
愛
詩
を
詠
む
こ
と
に
た
い
す
る
開
き
直
り
も
感
じ

させられる．

’
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’
生
き
の
こ
る
も
の
は
づ
う
づ
う
し
く
，

死
に
ゆ
く
も
の
は
そ
の
清
純
さ
を
漂
は
せ

物
云
い
た
げ
な
瞳
を
床
に
さ
ま
よ
は
す
だ
け
で
，

親
を
離
れ
，
兄
弟
を
離
れ
，

最
初
・
か
ら
独
り
で
あ
っ
た
も
の
の
や
う
に
死
ん
で
ゆ
く
．

さ
て
-
今
日
は
よ
い
お
天
気
で
す
．

街
の
片
側
は
霧
り
-
片
側
は
日
射
し
を
う
け
て
，
あ
っ
た
か
い

け
ざ
や
・
か
に
も
わ
び
し
い
秋
の
午
前
で
す
．

空
は
昨
日
ま
で
の
雨
に
拭
は
れ
て
，
す
が
す
が
し
く
，

それは海の方一二で続いてゐることが分かり．一一《す．

そ
の
空
を
み
な
が
ら
，
ま
た
街
の
中
を
み
な
が
ら

歩
い
て
ゆ
く
私
は
も
は
や
此
の
世
の
こ
と
こ
と
を
考
へ
ず
，

さ
り
と
て
死
ん
で
い
っ
た
も
の
の
こ
と
も
考
へ
て
は
ゐ
な
い
の
で
す
．

み
た
ば
か
り
の
死
に
花
然
と
し
て
，

卑
怯
に
も
似
．
た
感
情
を
抱
い
て
私
は
歩
い
て
ゐ
た
と
告
白
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
．

（未刊詩篇）

死
別
の
翌
日

１
１
-
１
日
凸
Ｕ
■
ｌ
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
ｌ
■
■
Ｌ
■
Ｉ
■
０
Ⅱ
Ⅱ
０
１
日
■
ｒ
ｌ

Ｉ

Ｉ

“
だ
か
ら
こ
そ
人
間
一
般
に
対
す
る
苦
悩
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
．

こ
の
詩
の
中
の
苦
悩
は
，
誰
か
の
死
別
に
よ
り
，
引
き
裂
か
れ
た
は
ず
の
心
が
翌

日
，
け
ざ
や
か
な
（
は
っ
き
り
と
し
た
，
澄
ん
で
い
る
）
秋
の
朝
に
包
ま
れ
て
、

も
は
や
そ
の
死
別
の
こ
と
す
ら
忘
れ
で
，
街
や
空
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
を
秤
わ
れ

て
し
ま
う
．
昨
日
は
，
悲
し
み
の
中
に
あ
っ
た
の
に
で
あ
る
．
こ
れ
は
づ
う
づ
ぅ

し
く
生
き
残
っ
た
自
分
に
対
す
る
罪
悪
感
に
対
す
る
苦
悩
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．
５１

死
隆
忙
然
と
し
な
が
ら
も
，
一
方
で
「
私
は
」
生
き
て
い
る
実
感
，
例
え
ば
街
を

見
る
だ
と
か
，
空
を
見
る
だ
と
か
い
っ
た
行
為
に
よ
り
死
ん
で
い
っ
た
も
の
の
こ

解釈「
樵
悴
Ⅱ
」
が
中
也
自
身
の
苦
悩
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
，
こ
の
（
死
別
の
翌

且
に
は
人
間
の
苦
悩
を
感
じ
る
．
死
は
万
人
に
対
し
平
笄
に
訪
れ
，
ま
た
愛
す

る
も
の
，
親
，
兄
弟
，
恋
人
-
友
人
の
死
も
ま
た
平
等
に
訪
れ
る
も
の
で
あ
り
，

と
を
わ
す
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．

だ
か
ら
こ
そ
二
つ
の
世
界
，
つ
ま
り
生
の
世
界
と
死
の
世
界
を
存
在
さ
せ
た
の
で

や
な
い
だ
ろ
う
か
．
そ
れ
は
「
街
の
片
側
は
鰯
り
，
片
側
は
日
射
し
を
う
け
て
：
」

と
い
う
と
こ
ろ
や
-
昨
日
ま
で
は
雨
で
←
の
っ
た
こ
と
，
し
か
し
今
日
は
す
が
す
が

し
い
朝
で
あ
る
こ
と
，
そ
し
て
第
一
連
の
み
を
死
そ
の
も
の
を
書
い
た
の
に
対
し

て
-
二
連
目
以
降
は
生
き
て
い
る
自
分
が
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
そ
こ
に
よ

り
一
層
生
き
残
っ
た
も
の
の
罪
悪
感
の
よ
う
な
苦
悩
を
感
じ
る
の
で
あ
る
．

１

１

１

Ｉ

Ｉ
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１
．
．
日
＄
咄

南
風
は
柔
い
女
神
を
も
た
ら
し
た
．

青
銅
を
ぬ
ら
し
た
，
噴
水
を
ぬ
ら
し
た
，

ツ
バ
メ
の
羽
と
黄
金
の
毛
を
ぬ
ら
し
た
，

潮
を
ぬ
ら
し
，
砂
を
ぬ
ら
し
-
魚
を
ぬ
ら
し
た
．

西
脇
順
三
郎

静
か
に
寺
院
と
風
呂
場
と
劇
場
を
ぬ
ら
し
た
，

こ
の
静
か
・
な
柔
い
女
神
の
行
列
が

私
の
舌
を
ぬ
ら
し
た
．

雨

（
云
言
言
弓
三
里
一
九
三
三
年
）

,

門
Ⅶ
Ｆ
川
別
門
伽
化
趾
開
ｒ
小
Ｉ
出
僻
腓
肌
郁
阻
叶
酬
判
Ⅱ
肌
開
出
伊
や
Ⅱ
四
目
３
Ｎ
Ⅷ
１
Ｍ
川
Ｕ
閥
９
１
舶
山
や
肌
Ⅲ
別
刷
祀
馴
低
朏
串
了
左
別
曲
碓
船
虹
門
咄
ｈ
個
苫

・
西
脇
順
一
一
一
郎
二
八
九
四
～
一
九
八
二
）

新
潟
県
生
一
｝
一
れ
．
萩
原
朔
太
郎
の
詩
集
「
月
に
吠
え
る
」
に
感
動
し
-
撰
英
し

て
・
オ
ッ
ク
ス
フ
・
オ
ー
ド
大
学
で
学
び
-
英
文
壇
の
｝
モ
ダ
ニ
《
ス
ム
の
思
想
に
接
し
た
．

昭
和
一
二
年
頃
か
ら
，
旧
詩
壇
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
派
に
抵
抗
す
る
運
動
が
興
り
，

新
し
い
詩
の
形
態
が
生
み
出
さ
れ
た
・
西
脇
順
三
郎
は
そ
の
中
心
的
存
在
と
な
り
，

日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
遮
勵
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
．
彼
の
詩
築

「
言
冨
員
『
四
匡
璽
（
あ
む
ぱ
る
わ
り
あ
）
」
は
，
同
時
期
の
三
好
逮
治
の
「
測
蹴
船
」

と
同
じ
く
，
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
代
表
的
作
品
で
あ
る
．

解
釈

リ
シ
ヤ
あ
た
り
だ
ろ
う
か
．
昔
の
宮
殿
が
残
っ
て
い
て
，
鳥
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

て
-
人
々
は
降
っ
て
く
る
雨
の
下
で
生
活
を
営
ん
で
い
る
様
子
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
．
雨
は
，
神
話
に
出
て
く
る
女
神
の
よ
う
に
や
さ
し
く
，
そ
し
て
少
し
な
ま
め

か
し
い
印
象
を
，
詩
全
体
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
．

同
じ
「
雨
」
で
も
，
こ
の
詩
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
雨
は
，
ざ
あ
ざ
あ
降
っ
て

く
る
雨
で
は
な
い
．
天
気
雨
の
よ
う
な
，
空
は
太
陽
が
さ
ん
さ
ん
と
照
っ
て
い
て
-

し
と
し
と
と
や
さ
し
く
降
り
注
い
で
い
る
よ
う
な
雨
．
場
所
は
地
中
海
周
辺
，
ギ

’
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萩
原
朔
太
郎

夏
草
の
し
げ
る
叢
か
ら

ふ
は
り
ふ
は
り
と
天
上
さ
し
て
昇
り
ゆ
く
風
船
よ

篭
に
は
菖
暦
の
暦
を
の
せ

は
る
か
地
球
の
子
午
線
を
越
え
て
吹
か
れ
行
か
う
よ
・

ぱ
う
ば
う
と
し
・
た
虚
無
の
中
を

雲
は
さ
び
し
げ
に
な
が
れ
て
行
き

草
地
も
見
え
ず
記
憶
の
時
計
も
ぜ
ん
ま
い
が
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
．

ど
こ
を
め
あ
て
に
翔
け
る
の
だ
ら
う

さ
う
し
て
酒
瓶
の
底
は
空
し
く
な
り

酔
ひ
ど
れ
の
見
る
美
麗
な
幻
斑
も
消
え
て
し
ま
っ
た
．

こ
の
瓦
斬
篭
も
て
ふ
く
ら
ん
だ
氣
球
の
や
う
に

ふ
し
ぎ
に
さ
び
し
い
宇
宙
の
は
て
を

友
だ
ち
も
な
く
．
ふ
は
り
ふ
ば
り
と
昇
っ
て
行

愁
ひ
や
雲
や
に
吹
き
な
が
さ
れ
て

知
覺
も
お
よ
ば
ぬ
眞
空
圏
内
へ
ま
ぎ
れ
行
か
う
よ
・

し
だ
い
に
下
界
の
陸
地
を
は
な
れ

風
船
乗
り
の
夢

ふ
は
り
ふ
ば
り
と
昇
っ
て
行
か
う
よ
・今

定
本
・
青
猫
』
に掲載）

萩
原
朔
太
郎
（
一
八
八
六
～
一
九
四
三

中
し
た
．

群
馬
県
前
橘
市
に
開
業
医
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
．
前
橋
中
学
在
学
時
代
か

ら
文
学
に
関
心
を
持
ち
，
交
友
会
誌
「
坂
東
太
郎
」
に
作
品
を
発
表
．
卒
業
後
，

高
校
を
転
々
と
し
た
が
-
結
局
中
退
し
-
西
洋
音
楽
（
特
に
マ
ン
ド
リ
ン
）
に
熱

一
九
一
三
年
-
北
原
白
秋
主
宰
の
「
朱
藥
（
ザ
ン
ボ
ア
ご
に
詩
を
発
表
，
詩

人
と
し
て
出
発
す
る
．
流
麗
な
韻
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
明
治
の
新
体

詩
運
動
以
来
続
い
た
先
入
観
を
打
ち
砕
い
た
室
生
犀
星
の
『
小
景
異
俄
』
に
感
銘

を
受
け
，
自
ら
も
韻
律
に
こ
だ
わ
ら
な
い
口
語
体
の
詩
を
作
り
は
じ
め
た
．
孤

独
・
倦
怠
。
病
め
る
魂
・
厭
世
観
な
ど
近
代
人
の
思
恕
と
感
慨
を
新
し
い
イ
メ
ー

ジ
と
言
葉
の
リ
ズ
ム
で
表
現
し
，
口
語
自
由
詩
の
真
の
完
成
者
と
し
て
特
筆
さ
れ

解
釈

る
■

こ
こ
で
言
う
“
風
船
”
と
は
-
読
み
進
め
て
い
く
と
気
球
の
こ
と
で
あ
る
と
分

か
る
．
そ
の
気
球
に
乗
っ
て
“
宇
宙
の
は
て
”
ま
で
“
吹
き
な
が
さ
れ
”
，
“
ま
ぎ

れ
行
”
く
自
分
と
は
，
“
ど
こ
を
め
あ
て
に
翔
け
る
”
で
も
な
く
，
た
だ
虚
無
的

代
表
作
に
『
月
に
吠
え
る
』
『
青
猫
』
『
純
情
小
曲
集
』
『
氷
島
』
な
ど
．
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に
目
的
も
な
く
生
き
て
い
る
自
身
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
．
そ
の
よ
う

な
地
に
足
の
つ
い
て
い
な
い
人
生
を
，
筌
者
は
，
空
中
を
“
ふ
は
り
み
は
り
と
昇

正
地
に
足
の
つ
い
て
い
な
い
人
生
を
，
筌
者
《

っ
て
行
”
く
“
風
船
”
に
例
え
た
の
で
あ
る
．

し
か
し
そ
の
よ
う
な
人
生
は
，
“
さ
び
し
げ
”
で
あ
り
“
空
し
く
”
“
憂
い
”
に

満
・
一
つ
た
も
の
で
あ
る
．
お
酒
で
気
分
を
紛
ら
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
こ
こ
に
は

殺
伐
と
し
た
暗
さ
が
漂
う
．
筆
者
は
そ
の
風
船
の
流
れ
て
行
く
先
を
，
“
地
球
の

子
午
線
を
越
え
”
た
》
眞
空
圏
内
”
や
“
宇
宙
の
は
て
”
と
い
う
果
て
し
な
く
大

き
な
空
間
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
そ
の
大
き
さ
の
中
に
呑
ま
れ
て
い
る
自
身
の

り
”
や
“
ぱ
う
ば
う
”
と
い
っ
た
擬
態
語
，
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
“
よ
”
と
い

う
言
葉
が
も
た
ら
す
柔
ら
か
な
余
韻
と
相
反
し
て
，
旧
仮
名
遣
い
や
異
体
字
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
印
象
は
堅
く
ご
わ
ご
わ
し
て
い
る
．
こ
う
し
て
同
じ
詩
の
中

に
，
視
覚
的
に
も
穂
覚
的
に
も
相
反
す
る
印
象
と
響
き
を
筆
者
は
持
た
せ
て
い
る
．

一
方
で
，
“
風
船
”
と
い
う
象
徴
や
“
風
船
乗
り
の
夢
”
と
い
う
題
名
は
，
読

む
者
に
大
変
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
な
印
象
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
．
こ
う
す

る
こ
と
で
，
詩
の
題
材
と
テ
ー
マ
に
よ
る
相
反
す
る
印
象
を
植
え
付
け
て
い
る
．

ま
た
文
章
自
体
に
も
，
相
反
す
る
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
“
ふ
は
り
ふ
は

き
な
空
間
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
そ
の
大
き
さ
の
中
に
一

小
さ
さ
，
空
し
さ
と
い
っ
た
も
の
を
一
層
強
調
し
て
い
る
．

別那眺ｂ山肌肌Ｍ肌亦叩帆２出刷肌側Ⅲ卯、川畔皿伽肌曄恥蜘腔晦Ｊ吋川』しＬい門叫、北、
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ま
ど
・
み
ち
お

だ
れ
が
い
ち
い
ち
書
い
た
の
か

あ
の
小
さ
な
ゴ
キ
ブ
リ
の
背
中
に

世
界
中
に

な
に
が
な
ん
で
も
私
た
ち
を

ゴ
キ
ブ
リ
は

「殺せ！」

ひ
に
ち
毎
日

-
塊
司
刊
毎
座
凸
殆
Ｌ
。
”
ク
恥
８

し
て
し
ま
わ
な
く
て
は
す
ま
な
い
か
の
よ
う
に

殺
せ
！
と

殺
せ
！
殺
せ
！

「
殺
せ
！
」
な
ど
と

「
殺
し
屋
」
に

ゴ
キ
ブ
リ

ば
か
り
が
出
て
き
て

さ
い
そ
く
す
る

い
な
く
な
つ
た

ｌ
う
さ
ぎ
で
ご
ざ
い
ま
す

と
い
う
よ
う
に

う
さ
ぎ
の
ほ
う
が

き
ち
ん
と
す
わ
る
も
の
だ
か
ら

ｌ
こ
れ
は
こ
れ
は

そ
ら
の
ほ
う
も

き
ち
ん
と
し
て
む
か
え
て
い
る
よ

の
は
ら
の
ほ
う
も

う
さ
ぎ
さ
ん
で
す
か
…
と

う
さ
ぎ

（
ま
ど
・
み
ち
お
少
年
詩
集
『
し
や
つ
く
り
う
た
』
よ
り
）

１９
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ほ
ん
と
う
は

こ
ん
な
汚
れ
た
空
に

出
て
下
さ
る
は
ず
な
ど
な
い

も
し
も
こ
こ
に

汚
し
た
ち
よ
う
ほ
ん
に
ん
の

何
も
知
ら
な
い
ほ
か
の
生
き
物
た
ち
が

な
ん
ち
よ
う
な
ん
お
く
暮
し
て
い
る

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
汚
れ
た
の
だ
ろ
う
と

い
ぶ
か
し
げ
に

自
分
た
ち
の
空
を
見
あ
げ
な
が
ら

人
間
だ
け
し
か
住
ん
で
い
な
い
の
だ
っ
た
ら

そ
の
あ
ど
け
な
い
目
を

ほ
ん
の
少
し
で
も
く
も
ら
せ
た
く
・
な
い
．
た
め
に

た
だ
そ
れ
だ
け
の
た
め
に

虹
は
出
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ

あ
ん
な
に
ひ
っ
そ
り
と
き
ょ
う
も

（『ポケット詩集Ⅱ・一より）

で
も
こ
こ
は

虹

な
い
の
だ
っ
た

ま
ど
・
み
ち
お
（
一
九
○
九
～
）

本
名
，
石
田
道
雄
．
一
九
○
九
年
山
口
県
に
生
ま
れ
る
．
戦
前
か
ら
詩
・
童
謡

を
書
き
続
け
る
．
詩
集
に
『
て
ん
ぷ
ら
ぴ
り
ぴ
り
』
『
ま
め
つ
ぶ
う
た
』
『
い
い
け

し
き
』
『
ま
ど
・
み
ち
お
詩
集
全
六
巻
』
『
風
景
詩
集
』
『
つ
け
も
の
の
お
も
し
』

が
あ
り
，
童
謡
集
に
『
ぞ
う
さ
ん
』
『
ま
ど
・
み
ち
お
童
謡
集
』
が
あ
る
．

普
段
何
気
な
く
目
に
す
る
風
景
や
物
，
そ
し
て
鋤
物
．
こ
の
よ
う
な
も
の
が
，

詩
人
「
ま
ど
・
み
ち
お
」
の
目
に
と
ま
る
と
，
そ
れ
ら
は
も
は
や
私
達
の
見
悩
れ

て
し
ま
っ
た
姿
で
は
な
く
な
る
．
「
ま
ど
・
み
ち
お
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
そ

の
個
性
と
-
存
在
感
と
を
放
ち
つ
つ
，
詩
の
主
人
公
た
ち
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の

中
で
息
づ
い
て
い
る
．
匂
い
，
音
，
そ
し
て
単
な
る
言
葉
，
と
い
っ
た
も
の
ま
で

も
，
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
名
の
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
．

「
ま
ど
・
み
ち
お
」
の
詩
の
中
で
と
り
わ
け
多
く
登
場
す
る
の
が
生
き
物
で
あ

る
．
命
を
宿
す
も
の
は
す
べ
て
，
彼
の
目
に
は
尊
く
，
そ
し
て
愛
し
く
映
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
，
そ
の
あ
ら
ゆ
る
詩
に
よ
っ
て
，
彼
の
生
き
物
に
対
す
る

底
知
れ
ぬ
愛
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
．
あ
れ
ほ
ど
皆
に
疎
ま
し
が
ら
れ
て

い
る
『
ゴ
キ
ブ
リ
』
に
さ
え
も
，
同
情
，
哀
れ
み
に
似
た
感
情
を
詩
に
託
し
．
私

解釈

ｉ
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達
仁
ヨ
ー
キ
ブ
リ
』
も
尊
い
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
．
こ

の
よ
う
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
物
が
宿
す
生
命
を
重
ん
じ
る
だ
け
で
な
く
，
『
う

さ
ぎ
』
と
い
う
詩
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
，
独
自
の
視
点
で
見
た
生
き
物
た
ち
の

佇
ま
い
を
描
い
た
詩
も
多
く
あ
る
．
そ
れ
は
非
常
に
比
嚥
的
で
擬
人
的
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
，
読
み
手
の
目
に
浮
か
ぶ
も
の
は
，
「
ま
ど
・
み
ち
お
」
に
よ
っ

て
描
写
さ
れ
た
特
徴
を
し
っ
か
り
帯
び
つ
つ
，
至
っ
て
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
あ
り

非
現
実
的
な
姿
で
は
決
し
て
な
い
こ
こ
に
作
者
の
表
現
の
巧
み
さ
が
証
明
さ
れ

て
い
る
．
『
虹
』
と
い
う
詩
で
は
，
そ
の
背
後
で
人
間
中
心
の
世
の
中
が
皮
肉
ら

れ
て
い
る
．
一
方
で
，
動
物
の
無
知
で
あ
ど
け
な
い
姿
が
『
虹
』
と
い
う
存
在
を

通
し
て
描
か
れ
，
そ
し
て
そ
の
視
点
は
，
あ
た
か
も
天
か
ら
見
守
る
神
様
の
そ
れ

の
よ
う
で
あ
る
．
詩
の
中
で
人
間
と
い
う
存
在
は
あ
く
ま
で
脇
役
で
あ
り
，
こ
の

「
ま
ど
・
み
ち
お
」
ワ
ー
ル
ド
と
で
も
言
う
べ
き
世
界
が
広
が
る
．
そ
の
世
界
に

子
供
た
ち
が
触
れ
た
時
は
ど
う
だ
ろ
う
．
深
い
意
味
は
と
れ
な
く
て
も
，
何
か
ユ

ニ
ー
ク
な
，
何
か
不
思
議
な
世
界
が
，
こ
の
言
葉
の
集
ま
り
に
潜
ん
で
い
る
の
で

は
-
と
察
知
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．
そ
れ
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
作
品
を

書
き
続
け
る
作
者
自
身
も
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
，
彼
の
著
作
は
こ
の
独
自
性
に

よ
っ
て
『
少
年
詩
集
』
た
り
得
て
い
る
と
言
え
る
．
勿
論
大
人
は
大
人
で
，
そ
の

詩
の
臭
に
こ
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
け
手
と
な
り
得
，
又
，
私
た
ち
に
と
っ

て
「
ま
ど
・
み
ち
お
」
と
は
，
日
常
に
転
が
る
あ
り
ふ
れ
た
も
の
に
対
し
て
も
，

よ
う
な
位
置
づ
け
方
に
も
人
間
中
心
的
世
界
への
批
判
が
感
じ
ら
れ
る
．

ユ
ー
モ
ア
あ
る
視
点
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
詩
人

「
ま
ど
・
み
ち
お
」
は
言
葉
と
い
う
要
素
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
詩
人
で
あ

る
．
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
詩
は
ど
れ
も
独
自
な
言
葉
の
集
合
体
を
形
成
し
，

，

である．
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“
宮
沢
賢
治

ぽ
む
ぷ
は
ぽ
む
ぷ
で
が
た
ぴ
し
云
ふ

手
足
は
ま
る
で
あ
り
か
も
な
に
も
わ
か
ら
な
い

も
う
そ
ん
な
も
の
み
ん
な
お
れ
で
は
な
い
ら
し
い

な
に
を
！
思
ふ
の
は
思
ふ
だ
け

た
賀
ま
あ
辛
く
も
か
う
思
ふ
の
が
お
れ
な
だ
け

こ
の
蒼
ぐ
ら
い
巨
き
な
室
が

ど
う
し
て
お
れ
の
肺
な
の
だ
ら
う

そ
こ
で
ひ
が
ん
だ
小
学
校
の
教
師
ら
が

も
う
四
時
間
も
ぶ
つ
ぶ
つ
会
議
を
続
け
て
ゐ
る

お
れ
だ
か
何
だ
か
わ
か
っ
た
も
ん
か

そんならおれがないかと云へば・・・・：

何
を
糞
！
い
ま
ご
ろ
そ
ん
な

（
宮
沢
賢
治
詩
集
補
遺
詩
篇
よ
り
）

肺炎

宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六
～
一
九
三
三
）

悪
化
し
，
己

日蓮宗徒．

宮
沢
賢
治
は
明
治
二
九
年
，
岩
手
県
花
巻
に
生
ま
れ
た
．
盛
岡
商
等
農
林
学
校

を
卒
業
大
正
十
年
か
ら
五
年
間
，
花
巻
能
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
．
彼
は

農
民
の
生
活
の
向
上
を
願
い
粉
骨
砕
身
努
力
し
た
が
実
ら
ず
，
過
労
で
肺
結
核
が

悪
化
し
，
最
期
の
五
年
問
は
病
床
で
創
作
活
軸
を
行
っ
た
．

彼
の
詩
「
雨
三
モ
マ
ケ
ズ
」
は
小
学
生
の
教
科
書
に
載
る
な
ど
し
て
お
り
，
ま

た
「
風
の
又
三
郎
」
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
な
ど
の
童
話
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。

「
春
と
修
羅
」
や
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
宮
沢
賢
治
の
詩
の
代

表
作
で
あ
る
が
，
今
回
私
は
「
肺
炎
」
と
い
う
詩
に
注
目
し
た
．
と
い
う
の
は
こ

の
詩
を
読
ん
だ
時
に
，
賢
治
の
病
床
の
苦
し
み
や
や
る
せ
な
さ
が
痛
い
ほ
ど
に
伝

わ
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
．
特
に
後
半
「
手
足
は
…
」
か
ら
は
自
分
が
自
分
で
な

い
と
ま
で
感
じ
る
ほ
ど
の
苦
し
み
が
彼
か
ら
搾
り
出
て
い
る
よ
う
な
感
を
受
け

解釈そ
し
て
も
う
一
つ
こ
の
詩
に
惹
か
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
．
そ
れ
は
音
の
鞠
き
、

そ
し
て
言
葉
の
使
い
方
で
あ
る
．
宮
沢
賢
治
は
擬
音
語
，
擬
態
語
の
使
い
方
が
非

る
●

｡〉､＞
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常
に
上
手
で
あ
る
．
例
え
ば
「
風
の
又
三
郎
」
に
お
い
て
，
賢
治
は
風
を
「
ど
つ
ど

ど
ど
ど
う
ど
ど
ど
う
ど
ど
ど
う
」
と
表
現
し
て
い
る
の
だ
が
-
こ
れ
を
見

た
と
き
に
な
る
ほ
ど
風
だ
な
と
ま
る
で
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ

る
．
こ
の
詩
に
お
い
て
は
自
分
の
肺
の
様
子
を
「
ぽ
む
ぷ
は
ぽ
・
む
ぷ
で
が
た
ぴ
し

一
亭
ざ
と
表
現
し
て
い
る
．
「
ぽ
．
む
函
彗
や
「
が
た
ぴ
し
」
と
い
う
い
い
に
く
い

言
ハ
国
を
吏
っ
て
ハ
る
た
め
に
一
目
で
肺
の
異
常
が
わ
か
る
．
小
学
校
の
教
師
ら

比
」
と
書
く
ら
し
い
．
何
気
な

出
来
て
，
そ
し
て
読
む
人
を
自

治
は
私
の
最
も
好
き
な
作
家
の

言
い
回
を
使
っ
て
い
る
た
め
に
一
目
で
肺
の
異
常
が
わ
か
る
．
小
学
校
の
穀
師
ら

が
ぶ
つ
ぶ
つ
会
議
を
続
け
る
，
と
い
う
表
現
も
皮
肉
っ
ぽ
い
が
わ
か
り
や
す
い
．

付
け
加
え
る
と
，
実
は
「
が
た
ぴ
し
」
と
い
う
言
葉
は
仏
教
用
語
で
「
我
他
彼

」
と
書
く
ら
し
い
．
何
気
な
く
簡
単
に
使
う
言
葉
に
も
意
味
を
込
め
る
こ
と
が

来
て
，
そ
し
て
読
む
人
を
自
分
の
世
界
に
惹
き
つ
け
る
言
葉
を
知
っ
て
い
る
賢

一
人
で
あ
る
．
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吉
田
一
穂

ピ
ア
ニ
ブ
シ
令

捜
り
打
つ
夜
半
の
最
弱
音
．

悲
し
み
の
彼
方
，
母
へ
の
，

デ
ス
ク
・
ダ
メ

あ
シ
麗
し
い
距
離
-

つ
ね
に
遠
の
い
て
ゆ
く
風
景
：
：
：

星畔

（
詩
集
『
海
の
聖
母
』
冒
頭
の
詩
）

吉
田
一
穂
（
一
八
九
八
～
一
九
七
三
）

吉
田
一
穂
（
い
つ
す
い
）
は
明
治
一
三
年
に
北
海
道
上
磯
郡
に
生
ま
‘
孔
昭
和
ま

で
を
生
き
た
詩
人
で
あ
る
．
ま
た
彼
は
多
く
の
童
話
や
絵
本
を
戒
し
た
作
家
で
も

あ
っ
た
彼
の
最
初
の
作
品
は
「
海
の
人
形
」
（
大
正
二
軍
）
で
あ
り
，
昭
和
四
七

年
に
随
想
集
「
桃
花
村
」
を
出
し
-
昭
和
四
八
年
に
七
四
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
多
く

の
作
品
を
出
版
し
た
．

彼
の
第
一
詩
集
は
「
海
の
聖
母
」
（
大
正
十
五
年
）
と
い
い
，
こ
れ
は
北
原
白
秋
の

賞
賛
を
受
け
た
．

解
釈四

行
と
い
う
と
て
も
短
い
詩
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
強
烈
に
故
郷
，
そ
し

て
母
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
る
の
で
拳
の
る
．
そ
れ
も
ぎ
ゅ
っ
と
詰
・
一
奉
っ
て
そ
れ
が
し
」

つ
と
押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
．
表
現
も
き
れ
い
で
，
故
里
と
の

距
離
を
麗
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
な
ど
は
-
言
わ
れ
る
と
本
当
に
そ
う
だ
な
あ
，
と

感
心
し
て
し
ま
う
．

「
イ
デ
エ
と
し
て
の
詩
」
を
考
え
る
，
独
特
な
詩
人
で
あ
っ
た
．

こ
の
詩
は
第
一
詩
集
「
海
の
聖
母
」
の
冒
頭
を
飾
っ
た
詩
で
あ
る
．

ま
だ
ま
だ
年
を
重
ね
な
け
れ
ば
本
当
に
分
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

2４
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な
い
が
，
家
か
ら
離
れ
一
人
暮
ら
し
を
す
る
私
に
は
，
こ
の
詩
は
故
郷
を
思
い
出

す
，
そ
し
て
少
し
切
な
さ
も
伴
う
詩
で
あ
る
．
特
に
母
へ
の
思
い
が
ピ
ア
ニ
ッ
シ

ニ
』
で
あ
る
と
こ
ろ
が
な
ん
と
も
切
な
い
．
そ
れ
と
同
時
に
，
私
は
勝
手
に
と
て
も

人
間
ら
し
い
詩
だ
な
あ
-
と
思
っ
た
．

き
っ
と
い
つ
の
時
代
も
子
が
母
を
，
故
郷
を
切
な
く
思
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
．
こ
れ
ま
で
も
，
こ
れ
か
ら
も
．

2５
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吉
野
弘

女
は
身
重
ら
し
か
っ
た
．
父
に
気
兼
ね
を
し
な
が
ら
も
僕
は
女
の
腹
か
ら
目
を

難
さ
な
か
．
っ
た
．
頭
を
下
に
し
た
胎
児
の
柔
軟
な
う
ご
め
き
を
腹
の
あ
た
り

に
連
想
し
そ
れ
が
や
が
て
世
に
生
ま
れ
出
る
こ
と
の
不
思
議
に
打
た
れ
て

いた． 或
る
夏
の
宵
．
父
と
一
緒
に
寺
の
境
内
を
歩
い
て
ゆ
く
と
青
い
夕
篭
の
奥
か

ら
浮
き
出
る
よ
う
に
白
い
女
が
こ
ち
ら
へ
や
っ
て
く
る
．
物
憂
げ
に
ゆ
つ
く

、ジル一

■

そ
の
時
ど
ん
な
驚
き
で
父
は
息
子
の
言
葉
を
聞
い
た
か
・
僕
の
表
情
が
単
に

無
邪
気
と
し
て
父
の
眼
に
う
つ
り
得
た
か
．
そ
れ
を
察
す
る
に
は
僕
は
ま
だ
余

が
ま
さ
し
く
〈
受
身
〉
で
あ
る
訳
を
ふ
ル
ニ

話しかけた．

ｌ
や
っ
ぱ
り
三
一
“
“
ｇ
再
三
な
ん
だ
ね
Ｉ

父
は
怪
誘
そ
う
に
僕
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
．

Ｉ
言
尉
言
冒
さ
．
受
身
形
だ
よ
．
正
し
き
一

る
ん
だ
．
自
分
の
意
志
で
は
な
い
ん
だ
ね
Ｉ

そ
の
時
ど
ん
な
驚
き
で
父
は
息
子
の
言
葉

少
年
の
思
い
は
飛
躍
し
や
す
い
・
そ
の
時
僕
は
〈
生
ま
れ
る
〉
と
い
う
こ
と

が
ま
さ
し
く
〈
受
身
〉
で
あ
る
訳
を
ふ
と
諒
解
し
た
．
僕
は
興
奮
し
て
父
に

確
か
英
語
を
習
い
始
め
て
間
も
な
い
頃
だ
．

女
は
ゆ
き
過
ぎ
た
．

一毫雲輪ウ○一・二

正
し
く
言
う
と
人
間
は
生
ま
れ
さ
せ
ら
れ

僕
は
繰
り
返
し
た
．

父
は
無
言
で
暫
く
歩
い
た
後
思
い
が
け
な
い
話
を
し
た
．

ｌ
毒
と
い
う
畳
ね
菫
れ
て
奮
二
一
言
莞
奪
う
充
だ
垂
』

れ
な
ら
一
体
何
の
為
に
世
の
中
へ
出
て
く
る
の
か
と
そ
ん
な
事
が
ひ
ど
く

気
に
な
っ
た
頃
が
あ
っ
て
ね
Ｉ

僕
は
父
を
見
た
．
父
は
続
け
た
．

１
１
友
人
に
そ
の
話
を
し
た
ら
或
日
こ
れ
が
蟠
鯲
の
畑
た
と
し
て
て
拡
大

鏡
で
見
せ
て
く
れ
た
．
説
明
に
よ
る
と
口
は
全
く
退
化
し
て
食
物
を
摂
る
に
適

し
な
い
．
胃
の
胴
を
開
い
て
も
入
っ
て
い
る
の
は
空
気
ば
か
り
．
見
る
と
そ
の

通
り
な
ん
だ
．
と
こ
ろ
が
卵
だ
け
は
腹
の
中
に
ぎ
っ
し
り
充
満
し
て
い
て
ほ

っ
そ
り
し
た
胸
の
方
に
ま
で
及
ん
で
い
る
．
そ
れ
は
ま
る
で
目
ま
ぐ
る
し
く
繰

り
返
さ
れ
る
生
き
死
に
の
悲
し
み
が
咽
喉
も
と
ま
で
こ
み
あ
げ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
だ
．
つ
め
た
い
光
の
粒
々
だ
っ
た
ね
．
私
が
友
人
の
方
を
振
り
向

い
て
〈
卵
〉
と
い
う
と
彼
も
肯
い
て
答
え
た
．
〈
せ
つ
な
げ
だ
ね
〉
・
そ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
よ
．
お
母
さ
ん
が
お
ま
え
を
生

み
落
と
し
て
す
ぐ
に
死
な
れ
た
の
は
Ｉ
．

り
に
幼
・
な
か
っ
た
僕
に
と
っ
て
こ
の
事
は
文
法
上
の
単
純
な
発
見
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
だ
か
ら
．

父
の
話
の
そ
れ
か
ら
あ
と
は
も
う
覚
え
て
い
な
い
・
た
だ
ひ
と
つ
痛
み
の
よ

う
に
切
な
く
僕
の
脳
裡
に
灼
き
つ
い
た
も
の
が
あ
っ
た
．

Ｉ
ほ
っ
そ
り
し
た
母
の
胸
の
方
ま
で
息
苦
し
く
ふ
さ
い
で
い
た
白
い
僕

の
肉
体
１
．

こ
れ
が
蜂
轆
の
雌
だ
と
い
っ
て
拡
大

2.6



吉
野
弘
（
一
九
二
六
～
）

解
釈 大

正
十
五
年
に
山
形
県
酒
田
市
に
生
ま
れ
た
．
詩
人
．
海
軍
入
隊
直
前
に
終
戦

を
迎
え
る
．
そ
の
後
二
十
年
近
く
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
送
り
，
退
職
後
に
フ

リ
ー
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
な
る
．
過
労
の
た
め
に
肺
結
核
を
起
こ
し
て
し
ま
い

三
年
間
の
療
養
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
が
-
そ
の
頃
か
ら
詩
を
書
き
始
め
る
よ

う
に
な
る
．
詩
集
に
「
消
息
」
「
幻
・
方
法
」
「
感
傷
旅
行
」
な
ど
，
評
論
集
に
「
詩

ぱ
っ
と
見
た
と
き
は
ま
さ
か
こ
れ
が
詩
で
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
，
強
烈
な
詩
な
た
め
に
，
い
い
意
味
で
シ
ョ
ッ
ク
を
か
な
り
受
け
た
こ
と
が
思

ｇ
一
三
は
ま
さ
し
く
生
の
不
条
理
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
．

蜂
蠕
の
鎧
は
卵
を
お
腹
の
中
に
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
て
い
た
・
そ
れ
を
彼
は
「
目

ま
ぐ
る
し
く
繰
り
返
さ
れ
る
生
き
死
に
の
悲
し
み
が
咽
喉
と
ま
で
こ
み
あ

げ
て
い
る
」
感
じ
で
あ
る
と
言
っ
た
．
そ
し
て
〈
せ
つ
な
げ
だ
ね
〉
と
言
っ
た
．

例
え
ば
や
さ
し
い
女
の
子
の
電
車
で
の
や
り
と
り
を
描
い
た
「
夕
焼
け
」
は
少

女
の
や
さ
し
さ
と
そ
れ
に
伴
う
や
る
せ
な
さ
を
描
い
て
お
り
，
こ
の
冒
毫
“
、

あ
り
，
哀
し
み
で
あ
る
．

き
込
む
よ
う
な
書
き
方
で
あ
る
．
し
元

く
影
が
あ
る
．
彼
の
描
く
世
界
と
は
，

あ
る
い
は
人
の
や
さ
し
さ
で
あ
る
⑳
粒

が
，
強
烈
な
詩
な
た
め
に
，

い出される．

フ
に
な
る
．
詩
集
に
「
消

へ
の
通
路
号
な
ど
が
あ
る
．

私
が
こ
の
詩
を
初
め
て
見
た
の
は
，
確
か
高
校
の
国
語
の
教
科
書
で
あ
る
．

彼
の
作
品
は
文
体
が
と
て
も
や
さ
し
い
．
そ
し
て
想
像
の
世
界
へ
と
読
者
を
引

込
む
よ
う
な
書
き
方
で
あ
る
．
し
か
し
な
が
ら
彼
の
描
く
世
界
の
多
く
は
切
な

「
感
傷
旅
行
」
で
は
読
売
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
．

逆
に
影
と
は
そ
こ
か
ら
染
み
出
る
不
条
理
で

あ
る
い
は
人
間
の
生
そ
の
も
の
で
あ
り

蜂
蛎
は
次
の
命
へ
と
つ
な
ぐ
た
め
に
自
分
の
命
を
か
け
た
の
だ
．
命
と
は
は
か
な

い
も
の
で
あ
る
．
自
分
の
命
を
失
っ
て
ま
で
，
そ
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
，
統

戦油云削螂姓齪隼畑帥帥鋤Ｉ縦帆札て奎一振縦繊細岫剛綴州剛墨や洲一→へ脈

ウぱ考えるほど，ただ生の切なさを感じるのみである．
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